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人
工
腎
臓
の
は
じ
ま
り

人
工
腎
臓
の
は
じ
ま
り

外シャント（左側、血液透析を行わない時）
外シャント（右側、人工腎臓の回路と結合し、血液透析を行う準備中）

キール型人工腎臓

コイル型人工腎臓

1９６７年（昭和４２）年1２月に人工透析は
健康保険の適用になったが、それ以前には
医療費を捻出するために貯金を切り崩し、
退職金の前借り、財産を売り払い、金の切
れ目が命の切れ目となった悲惨な状況を解
決の為に患者が立ち上がる事になった。

人
工
腎
臓
が
日
本
で
臨
床
応
用
さ
れ
た
の
は
１
９
５
５
年
（
昭
和
30

年
）、１
９
５
６
年（
昭
和
3１
年
）に
は
腹
膜
還
流
で
患
者
が
救
命
さ
れ
、

１
９
６
４
年（
昭
和
3９
年
）に
は
じ
め
て
の
生
体
腎
移
植
が
行
わ
れ
た
。
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東腎協初代会長・寺田修治さん（右端、1９７２年
11月1９日の結成大会で会長に就任）

1９７２（昭和４７）年11月1９日、東京都腎臓病患者連絡協
議会（東腎協の前身）を結成。

東
京
都
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

東
京
都
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

（
東
腎
協
の
前
身
）結
成

（
東
腎
協
の
前
身
）結
成

１
９
７
１
年
（
昭
和
４６
年
）
全
国
腎
臓
患
者
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
全
腎
協
」

と
言
う
）
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
東
腎
協
が
結
成
さ
れ

活
動
を
ス
タ
ー
と
し
た
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
必
要
な
時
に
治

療
（
人
工
透
析
）
が
う
け
ら
れ
る
」
こ
と
を
目
的
に
患
者
会
活
動
の
三
つ
の
役
割

を
柱
に
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
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50東腎協 50周年誌

人
間
の
く
さ
り
都
庁
包
囲
行
動

人
間
の
く
さ
り
都
庁
包
囲
行
動

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
７
月
東
京
都
は
「
財
政
再

建
推
進
プ
ラ
ン
」
を
発
表
、
続
い
て
「
福
祉
施
策
の
新
た

な
展
開
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
マ
ル
障
は
①
所

得
制
限
の
強
化
②
自
己
負
担
の
導
入
③
新
規
６５
歳
以
上
を

対
象
外
と
す
る
。
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
①
所
得
制
限

の
強
化
②
新
規
６５
歳
以
上
を
対
象
外
と
す
る
、
な
ど
の
厳

し
い
内
容
の
も
で
、
住
民
税
非
課
税
を
除
き
老
人
保
健
並

み
の
自
己
負
担
と
な
り
、
所
得
制
限
を
越
え
た
人
や
６５
歳

以
上
の
新
規
透
析
患
者
は
マ
ル
障
の
対
象
外
と
な
っ
た
。

翌
２
月
２3
日
の
「
座
り
込
み
と
人
間
の
く
さ
り
都
庁
包

囲
行
動
」
に
は
高
齢
者
、
障
碍
者
団
体
と
一
緒
に
東
腎
協

か
ら
も
６0
人
が
参
加
し
た
。



４

厚
労
省
座
り
込
み

厚
労
省
座
り
込
み

全
腎
協
結
成
直
後
、
全
腎
協
代
表
が
予
算
要
請
行
動
で
官
庁
街
を
デ
モ
し
、
厚
労
省
座
り
込

み
を
お
こ
な
っ
た
。
東
腎
協
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た
。
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50東腎協 50周年誌

東
京
都
議
会
の
各
党
と
懇
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
議
会
の
各
党
と
懇
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
腎
協
は
毎
年
東
京
都
に
「
翌
年
度
予
算
要
請
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
一
疾
病
患
者
団
体
で
正
式
な
要
請
・
回
答
を
得
て
い
る

の
は
東
腎
協
だ
け
で
す
。
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全
腎
協
の
国
会
請
願

全
腎
協
の
国
会
請
願
全
腎
協
主
催
の
「
国
会
請
願
署
名
」
は
毎
年
取
り
組
ま
れ
、
２
０
２
２
年
に
は
第
５２
次

を
迎
え
ま
し
た
。

腎
臓
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
安
心

し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
維
持
、
高
齢
化
対
策
、
災
害
時
対
策
、
臓
器
移
植
の
普

及
推
進
な
ど
を
目
指
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
年
々
署
名
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
「
国
会
請
願
署
名
」
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
活
動
で
す
。
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50東腎協 50周年誌

東
腎
協
大
会

東
腎
協
大
会

全員でとりあえずビールの合唱　第６回大会

東
腎
協
会
員
全
体
の
交
流
・
学
習
の
場
で
あ
る
東
腎
協
大
会
は
、
第
３
回
（
２
０
１
３
年
）
か
ら
第
１0
回

（
２
０
２
２
年
）
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
さ
ん
か
ら
俳
句
・
写
真
・
絵
画
な
ど
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
た
文
化
展
や
、
バ
ン
ド
演
奏
、
演
出
家
の
中
村
龍
史
さ
ん
（
故
人
）
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。



8

東
腎
協
結
成
記
念
大
会
・
祝
賀
会

東
腎
協
結
成
記
念
大
会
・
祝
賀
会

東
腎
協
結
成
大
会
・
祝
賀
会
は
１0
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
５0
周
年
記
念
大
会
は
２
０
２
２
年
１0
月
30

日
（
日
）
に
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
四
谷
）
で
記
念

式
典
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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50東腎協 50周年誌

都民を対象に毎年開催される「都民の集い」
（1９９0．11．２5）

腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
つ
ど
い

腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
つ
ど
い

１
９
８
７
年
（
昭
和
６２
年
）
１１
月
２２
日
、
第
１
回
「
腎

臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
が
東
腎
協
結
成
１５
周
年
記

念
事
業
の
１
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
２
０
２
３
年
３
月

１２
日
に
は
第
3４
回
の「
都
民
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
た
。
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臓
器
移
植
普
及
推
進

臓
器
移
植
普
及
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１
９
８
７
年
１0
月
１８
日
、
腎
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
開
催
し
、
東
京
都
が
始
め
て
こ
の
事
業
を
予

算
化
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
東
京
都
、
東

京
都
医
師
会
、
東
腎
協
の
三
者
に
よ
り
開
催
し
た
。
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50東腎協 50周年誌



1２

臓
器
移
植
普
及
推
進

臓
器
移
植
普
及
推
進

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド

「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
は
２
０
１
８
年
か
ら
再
開
さ

れ
、
２
０
２
２
年
１0
月
１６
日
（
日
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
推
進
協
会
の

主
催
、
厚
労
省
、
東
京
都
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
移
植
学
会
の

後
援
、
青
山
学
院
大
学
学
友
会
吹
奏
楽
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
協
力
で
日
比
谷

公
園
→
中
央
区
銀
座
→
八
重
洲
鍜
治
橋
跡
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
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50東腎協 50周年誌

大島被災地

透
析
患
者
の
災
害
対
策

透
析
患
者
の
災
害
対
策

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
東
京
都
福
祉
保
健
局
か
ら
「
災
害
時
に
お
け
る
透

析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
発
行
さ
れ
た
。
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
に
は

第
５
版
が
改
訂
発
行
さ
れ
た
。
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親睦会

学習交流会

東部ブロック　料理講習会

関東ブロック会議

会員交流会

患
者
さ
ん
同
士
の
交
流
会
、学
習
会

患
者
さ
ん
同
士
の
交
流
会
、学
習
会

多摩ブロック　学習会 東
腎
協
に
は
施
設
（
病
院
）
患
者
会
会
員
と

個
人
会
員
が
あ
り
ま
す
。

施
設
患
者
会
で
は
旅
行
会
や
親
睦
会
、ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
個
人
会
員
を
交
え
た
学
習
会

や
交
流
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
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50東腎協 50周年誌

スキー旅行

患者会旅行会

関東ブロック青年交流会

お花見の会＆ＢＢＱ（昭和記念公園）お花見の会＆ＢＢＱ（昭和記念公園）

関東ブロック青年交流会



1６

患者会忘年会 透析４0年を記念して

東京歩こう会（神宮外苑）東京歩こう会（高尾山）

多摩ブロック会員交流会津軽三味線を聴く会
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

１
９
７
２
年
１１
月
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
（
東
腎

協
）
の
前
身
で
あ
る
東
京
都
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
腎
臓

病
患
者
の
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
を
合
言
葉
と
し
、
そ
の
時
々
の
腎
臓
病

患
者
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
お
陰
様
で
本
年
度

５0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
当
会
の
活
動
を

支
え
て
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
透
析
医
療
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
医
療
関
係
者
の
皆
様
、
透
析
患
者
の
生
活
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
福
祉
関

係
の
皆
様
、
透
析
医
療
や
福
祉
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
議

会
、
行
政
、
都
民
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
で
、
人
工
透
析
が
医
療
保
険
適
用
と
な
っ
た
の
は
１
９
６
７
年
で

す
。
当
時
は
透
析
台
数
も
少
な
く
、
透
析
が
受
け
ら
れ
る
人
は
限
ら
れ
、
透

析
が
で
き
て
も
健
康
保
険
本
人
以
外
は
高
額
な
医
療
費
負
担
で
、「
金
の
切

れ
目
が
命
の
切
れ
目
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
お
金
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
透
析
が
受
け
ら

れ
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
当
会
結
成
の
前
年
の
１
９
７
１
年
６
月
に
全
国
腎

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
（
現
、
一
般
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議
会
）
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
患
者
た
ち
の
ま
さ
に
命
を
か
け
た
活
動
に
よ
り
、

１
９
７
２
年
１0
月
か
ら
人
工
透
析
に
更
生
・
育
成
医
療
が
適
用
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
り
透
析
医
療
が
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
都
道
府
県
に
腎

臓
病
患
者
の
組
織
化
が
行
わ
れ
、
東
京
に
お
い
て
も
全
国
の
仲
間
と
共
に
、

安
心
し
て
人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
各
種
制
度
確
立
の
た
め
の
活
動

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、腎
臓
病
の
予
防
か
ら
、透
析
患
者
の
就
労
、

通
院
、
介
護
の
問
題
、
臓
器
移
植
や
再
生
医
療
の
推
進
、
災
害
時
の
透
析
医

療
の
確
保
等
の
腎
臓
病
に
関
わ
る
総
合
的
な
対
策
の
早
期
確
立
を
目
指
し
活

動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
に
多
く
の
仲
間
が
志
半
ば
で
他
界
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
思
い

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
５0
年

を
振
り
返
り
初
心
に
戻
り
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
、
５0
周
年
記
念
誌
「
あ

ゆ
み
」
及
び
別
冊
と
し
て
漫
画
で
見
る
「
東
腎
協
の
５0
年
」
を
発
行
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
５0
周
年
事

業
と
し
て
行
っ
た
全
会
員
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ

た
課
題
解
決
に
向
け
、
東
京
都
の
行
政
の
皆
様
、
東
京
都
透
析
医
会
、
東
京

都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
、
腎

臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
先
生
方
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
の
加
盟
団
体
の
皆
様
と
連

携
し
難
病
患
者
の
医
療
と
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
５0
周
年
事
業
に
あ
た
り
ご
支
援
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
、
日
本
腎
臓
財
団
様
、
透
析
施
設
様
、
企
業
様
、
患
者
会
、
会
員
の
皆

様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

50
周
年
に
あ
た
り
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

東
京
腎
臓
病
協
議
会 

会
長

戸
倉 

振
一
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２0

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
が
結
成
５0
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
４７
年
の
発
足
以
来
、
５0
年
に
わ
た
り
、
会
員
の
皆
様
が
相
互
に
サ
ポ

ー
ト
し
、
ま
た
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
腎
疾
患
の
総
合
対
策
の
確
立
の
早
期

実
現
に
む
け
、
た
ゆ
ま
な
い
ご
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、
腎
臓
病
と

そ
の
予
防
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
や
臓
器
移
植
の
推
進
活
動
な
ど
、
多
大
な

社
会
貢
献
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
を
表
す

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
の
中
で
も
、「
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い
」
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
立
場
か
ら
腎
臓
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
重
要
性
を
広
く
都
民
へ
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、「
臓
器

移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
た

だ
い
た
り
と
、
重
要
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。東

京
都
で
は
、
特
殊
な
医
療
技
術
の
管
理
の
下
で
長
期
の
療
養
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
人
工
透
析
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
都
の
独
自
事
業
と
し
て
人
工
透

析
医
療
費
助
成
制
度
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
貴
会
が
結
成
さ
れ
た
年
と

同
じ
く
昭
和
４７
年
よ
り
本
医
療
費
助
成
制
度
を
開
始
し
、
現
在
は
、
約
３
万

人
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
人
工
透
析
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
透
析
患

者
さ
ん
へ
の
よ
り
適
切
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
令
和
３
年
５
月
に
「
災
害

時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
透
析
患
者
さ
ん
の
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
療
養
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減
策
や
災
害
対

策
に
取
り
組
む
と
共
に
、
腎
臓
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向
け
た
普
及

啓
発
を
通
じ
て
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
腎
臓
病
医
療
の
進
歩
と
、
貴
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
略
歴
】
え
ん
ど
う
　
よ
し
や

平
成
７
年
に
東
京
都
庁
に
入
都
。
平
成
２２
年
よ
り
東
京
都
福
祉
保
健
局
総
務
部
、

指
導
監
査
部
、
医
療
政
策
部
等
で
課
長
を
歴
任
。
そ
の
後
、
健
康
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
企
画
調
整
部
長
、
子
供
・
子
育
て
施
策
推
進
担
当
部
長
、
事
業
推
進
担
当
部

長
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
調
整
担
当
部
長
を
経
て
、
令
和
４
年
７

月
よ
り
保
健
政
策
部
長
。

今
後
の
腎
臓
病
医
療
の
進
歩
と
東
腎
協
の
発
展
を
祈
念
し
て

東
京
都
福
祉
保
健
局　
保
健
政
策
部
長

遠
藤 

善
也
さ
ん



２1

50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

東
腎
協
設
立
５0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
都
透
析
医
会
会
長

と
し
て
、
ひ
と
こ
と
お
祝
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
腎
協
は
５0
年
前
に「
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
普
及
と
予
防
啓
発
」

と
「
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の
充
実
と
福
祉
向
上
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
腎
臓
病
患
者
の
団
体
で
あ
り
、
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確
立
を
目
指
し
て
活

動
し
、
様
々
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

腎
臓
病
治
療
と
り
わ
け
透
析
療
法
に
関
す
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
多
発
す
る
災
害
に
対
す
る
透
析
医
療
の
継
続
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
、
医
療
費
改
訂
に
よ
る
透
析
関
連
の
保
険
点
数
の
引
き
下
げ

へ
の
対
応
な
ど
も
当
面
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

日
本
透
析
医
会
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
系
の
団
体
が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

今
の
時
代
は
、
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
と
と
も
に
課
題
に
立
ち
向

か
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
そ
の
も
の
が
、
患
者
参

加
型
と
な
り
、
治
療
方
針
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
患
者
さ
ん
や
家
族
も

医
療
者
か
ら
の
適
切
な
情
報
提
供
を
参
考
に
し
て
、
意
思
決
定
に
中
心
的
な

役
割
を
も
つ
よ
う
な
共
同
意
志
決
定
も
腎
臓
病
の
診
療
分
野
に
お
い
て
浸
透

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
京
都
透
析
医
会
は
、
日
本
透
析
医
会
の
４0
番
目
の
都
道
府
県
支
部
と
し

て
２
０
１
８
年
１
月
に
設
立
し
た
、
ま
だ
歴
史
の
浅
い
団
体
で
す
。
そ
の
主

な
目
的
は
、
透
析
療
法
の
向
上
発
展
に
努
め
、
東
京
都
の
透
析
治
療
に
貢
献

す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
最
も
力
を
い
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
災
害
対
策

に
関
し
て
は
、
災
害
対
策
委
員
会
に
東
腎
協
の
戸
倉
会
長
を
は
じ
め
患
者
さ

ん
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
東
京
都
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
災
害

時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
改
訂
に
も
際
し
て
も
多
大
な
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て

は
、
リ
ス
ク
の
高
い
透
析
患
者
さ
ん
を
守
る
べ
く
、
行
政
機
関
と
も
連
携
し

て
、
感
染
対
策
の
徹
底
や
病
床
の
確
保
と
と
も
に
情
報
提
供
に
も
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
。
東
京
都
に
は
、
全
国
の
透
析
患
者
さ
ん
の
約
１
割
に
当
た
る

方
が
療
養
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
都
か
ら
、
腎
臓
病
対
策
を
患
者
さ
ん
と
と

も
に
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
今
の
透
析
の
長
期
化
、
高
齢
化
に
よ
る
患
者
さ
ん
方
の
身
体
機
能
の
低

下
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
と
腎
臓
病
患
者
さ
ん
方
に
と
っ

て
は
、
試
練
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
東
腎
協
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
略
歴
】
あ
ん
ど
う
　
り
ょ
う
い
ち

１
９
７
９
年
３
月
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
２
０
０
３
年
６
月
～
武
蔵

野
赤
十
字
病
院
内
科
部
長
（
腎
臓
内
科
）。
２
０
１
６
年
７
月
～
武
蔵
野
赤
十
字

病
院
副
院
長
内
科
部
長
（
腎
臓
内
科
）。
２
０
２
２
年
４
月
～
医
療
法
人
社
団
石

川
記
念
会
顧
問
。

日
本
腎
臓
学
会
専
門
医
、
日
本
透
析
医
学
会
専
門
医
・
名
誉
会
員
、
日
本
透
析
医

会
常
務
理
事
、
日
本
腎
臓
財
団
評
議
員
、
東
京
都
透
析
医
会
会
長

東
腎
協
５０
周
年
に
よ
せ
て

東
京
都
透
析
医
会 

会
長

安
藤 

亮
一
さ
ん



２２

５0
周
年
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
都
に
は
、
全
国
の
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の
お
お
よ
そ
１
割
の

方
が
住
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
大
勢
の
方
が
東
京
都
で
透
析
を

受
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
方
々
の
団
体
と
し
て
、
東
腎
協
が
長

年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。
透
析
治
療
に
お
い
て
は
、
様
々
な
治
療
法
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る

一
方
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
さ
ら
に
は
、
診
療
報
酬
の
改

訂
な
ど
様
々
な
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

皆
様
の
団
結
の
結
果
、
現
在
の
よ
う
に
安
定
し
た
透
析
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
、
透
析
に
関
わ
る
医
師
の
団
体
と
し
て
、
日
本
透
析
医
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
、
２
０
１
８
年
に
東
京
都
透
析
医
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
で
は
、
首
都
直
下
型
地
震
が
こ

れ
か
ら
30
年
の
間
に
７0
％
の
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

大
き
な
懸
念
と
し
て
存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
球
温
暖
化
の
関
与
も
あ

り
水
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
災
害
が
多
発
す

る
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
東
京
都
透
析
医
会
で
は
、
災

害
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

従
来
、東
京
都
に
お
い
て
は
、東
京
都
区
部
災
害
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
の
二
つ
の
組
織
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、

災
害
対
策
を
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
透

析
医
会
で
は
、
東
京
都
全
体
を
包
括
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
透
析
施
設
間

の
平
時
・
有
事
の
情
報
伝
達
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
緊
急

時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
や
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
の
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
へ
の
参
画

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
医
療
者
間
で
の
情
報
共
有

の
取
り
組
み
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
に
透
析
医

療
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
々
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
す
。
従
来
も
戸
倉
会
長
に
は
、
災
害
対
策
委
員
会
に
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
い
た
だ
い
て
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
同
じ

東
京
都
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
と
し
て
、
東
腎
協
の
方
々
と
の
連
携
は
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
時
・
有
事
と
も
、
安
定
し
た
透
析
を
行
う
た

め
に
、
東
腎
協
と
の
よ
り
強
固
な
協
力
体
制
の
構
築
を
す
す
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
の
５0
年
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
充
実
し
た
会
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】
は
な
ぶ
さ
　
の
り
お

１
９
９
４
年
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。
東
京
女
子
医
科
大
学
腎
臓
病
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
血
液
浄
化
療
法
科
准
教
授
。
２
０
０
２
年
～
東
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
血
液
浄
化
療
法
部
。
２
０
１
３
年
～
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
腎
疾
患
総

合
医
療
学
講
座　

特
任
教
授
。

東
腎
協
５０
周
年
に
よ
せ
て

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会 

委
員
長

花
房 

規
男
さ
ん
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東
腎
協
は
５0
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
時
代（
１
９
８
０
年
代
）は
透
析
の
個
人
用
装
置
は
今
よ
り
大
き
く
、

外
シ
ャ
ン
ト
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
造
血
刺
激
製
剤
）
が

な
く
、
各
透
析
施
設
で
定
期
的
な
輸
血
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
造
血
に
は

男
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｅ
Ｓ
Ａ
は
Ｈ
Ｉ
Ｆ

Ｐ
Ｈ
阻
害
薬
と
い
う
内
服
薬
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｃ
型
肝
炎
が

減
少
、
透
析
液
の
水
質
基
準
は
格
段
に
改
善
し
ま
し
た
。
血
液
透
析
濾
過
は

普
遍
的
な
治
療
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
で
は
、
菊
地
勘
先
生
を
中
心
に
統
計
・
啓
発
・
治
療
勧
奨
が

行
わ
れ
、
巧
断
の
努
力
に
よ
り
今
の
小
康
を
保
つ
に
至
り
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
透
析
患
者
さ
ん
の
重
症
化
率
は
高
く
、
４
回
目
接
種
が
推
奨
さ
れ
る
所
以

で
す
。
来
る
べ
き
震
災
に
加
え
ま
し
て
、
東
京
都
で
は
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
電
源
を
守
る
な
ど
、
新
た
な
課
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
三
多
摩
腎
疾
患

治
療
医
会
と
協
力
し
、
東
京
都
透
析
医
会
の
も
と
、
本
年
も
災
害
時
透
析
医

療
の
備
え
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
在
宅
医
療
推
進
（
腹
膜
、
在
宅
血

液
透
析
、
腎
移
植
）
に
重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
。
透
析
時
運
動
等
指
導
加
算

が
入
り
リ
ハ
ビ
リ
も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
安

心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
」
の
継
続
に
鑑
み
、
昨
今
話
題
の
Ｃ

Ｋ
Ｍ
（
保
存
的
腎
臓
療
法
）
に
お
い
て
も
、
ま
ず
透
析
医
療
の
益
を
重
ね
て

お
話
し
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
」
が
纏
ま
り
ま
し
た
。
本
提
言
（
日
本
透
析
医

学
会
２
０
２
０
）は
、全
腎
協
か
ら
も
作
成
過
程
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
方
針
は
、
感
染
症
予
防
、
腎
臓
病
重
症
化
予
防
、
介
護
保
険
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
高
齢
透
析
患
者
通
院
手
段
確
保
、
広
域
災
害
対
策
、
腎
移

植
再
生
医
療
推
進
で
す
。
特
に
移
植
推
進
は
、
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の
大

き
な
部
分
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
に
発
明
さ
れ
た
人
工
透
析
で
す
が
、
朝
鮮
戦
争
の
野
戦
病
院

で
行
わ
れ
た
「
人
工
透
析
」
に
よ
っ
て
、
死
亡
率
が
９0
％
か
ら
５0
％
に
低
下

し
た
と
い
う
Ｓ
ｍ
ｉ
ｔ
ｈ
．Ｓ
ｈ
ａ
ｗ
ら
の
結
果
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
り
、

透
析
は
急
性
腎
不
全
の
画
期
的
治
療
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
兵

士
・
市
民
を
助
け
た
人
工
透
析
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
他
国
侵
攻
に
よ
り
そ

の
回
数
の
減
少
が
生
じ
て
い
ま
す
。

首
都
東
京
は
全
国
の
透
析
患
者
さ
ん
の
１0
％
が
居
住
し
て
お
ら
れ
、
東
腎

協
の
皆
様
の
発
信
は
大
変
重
要
で
す
。
５0
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

【
略
歴
】
さ
か
い
　
け
ん

２
０
２
１
年
～
東
邦
大
学
大
森
病
院
副
院
長
（
腎
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
）。
日
本

透
析
医
会
理
事
。
日
本
透
析
医
学
会
理
事
。

東
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念
に
よ
せ
て

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表
世
話
人

酒
井 

謙
さ
ん
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設
立
５0
周
年
記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５0
年
前
に
、
東
京
都
の
人

工
透
析
を
受
け
る
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
団
体
と
し
て
結
成
、
こ
れ
以
来
、
透

析
医
療
の
向
上
や
合
併
症
対
策
、
災
害
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

こ
と
、
感
謝
と
と
も
に
こ
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

我
々
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
２
０
０
５
年

に
設
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
年
で
１８
年
目
を
迎
え
る
団
体
で
す
。
東
京
都

区
部
（
２3
区
）
に
お
け
る
災
害
時
の
透
析
医
療
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
患

者
様
の
自
助
を
促
す
こ
と
や
災
害
の
知
識
を
共
有
す
る
た
め
の
区
民
公
開
講

座
の
開
催
、
各
透
析
施
設
が
災
害
時
透
析
医
療
を
行
う
た
め
の
知
識
や
技
術

を
共
有
す
る
研
修
会
、
各
区
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
２
次
医
療
圏
）
の
災
害
担
当

医
療
従
事
者
と
の
情
報
伝
達
手
段
の
提
供
や
訓
練
を
行
い
共
助
の
推
進
、
行

政
と
の
定
期
的
な
会
議
に
よ
り
公
助
の
確
立
、
こ
れ
ら
を
活
動
の
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
よ
り
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

い
て
は
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感

染
症
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
感
染
時
の
透
析
医
療
の
継
続
な

ど
、
非
常
に
ご
心
配
や
苦
労
を
な
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

我
々
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
災
害
対
策
だ

け
で
は
な
く
、
感
染
症
対
策
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

東
京
都
の
透
析
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
透
析
患
者
様
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
、
行
政
と
と
も
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
を
通
じ
て
ご
連
絡
く
だ
い
。

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
以
来
、
東
京
都
腎

臓
病
協
議
会
と
は
連
携
し
て
、
平
時
か
ら
災
害
対
策
や
感
染
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
て
、
透
析
医
療
の
発

展
や
災
害
対
策
や
感
染
症
対
策
な
ど
透
析
医
療
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
の
ご
発
展
を
お
祈
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
略
歴
】
き
く
ち
　
か
ん

１
９
９
８
年
杏
林
大
学
医
学
部
卒
業
。
２
０
０
６
年
東
京
女
子
医
科
大
学
血
液
浄

化
療
法
科
助
教
。
２
０
０
４
年
医
療
法
人
社
団
豊
済
会
理
事
長
、
下
落
合
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
。
日
本
透
析
医
学
会
学
術
委
員
会
、
日
本
透
析
医
会
医
療
安
全
帯
対
策

委
員
。
日
本
肝
臓
学
会
、
日
本
腎
臓
学
会
、
日
本
腹
膜
透
析
学
会
。

【
主
な
所
属
学
会
】

公
益
社
団
法
人　

日
本
透
析
医
会　

理
事

一
般
社
団
法
人　

日
本
透
析
医
学
会　

理
事

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

日
本
腎
・
血
液
浄
化
Ａ
Ｉ
学
会　

理
事

東
京
都
腎
臓
病
協
議
会 

設
立
５０
周
年
の
お
祝
い

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表
世
話
人

菊
地 

勘
さ
ん
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こ
の
た
び
は
東
腎
協
設
立
５0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
９
７
３
年
の
設
立
当
初
か
ら
、
長
年
に
渡
っ
て
透
析
患
者
さ
ん
を
支
え

る
活
動
を
継
続
し
、
幅
広
く
展
開
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

私
が
所
属
す
る
杏
林
大
学
は
多
摩
地
区
に
あ
り
、
同
時
に
、
三
多
摩
腎
疾

患
治
療
医
会
の
事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
に
は

１
１
０
を
超
え
る
多
摩
地
区
の
腎
臓
病
・
透
析
専
門
施
設
が
属
し
、
研
究
会

の
ほ
か
、
災
害
対
策
、
感
染
対
策
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
含
む
４
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
災
害
、
感
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
透
析
医
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

の
感
染
症
の
流
行
時
に
は
、透
析
患
者
さ
ん
は
難
し
い
状
況
に
置
か
れ
ま
す
。

医
療
関
係
者
と
患
者
さ
ん
が
連
携
し
て
対
処
し
て
ゆ
く
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
患
者
会
で
あ
る
全
国
腎
臓
病
協
議
会
、
東
京
腎
臓
病
協
議
会
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
の
東
京
都
透
析

災
害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
お
き
ま
し
て
も
、
患
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
重
要

な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
最
近
の
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
透
析
医
療
は
単
に
生
命
維
持
に
と

ど
ま
ら
ず
、
よ
り
よ
い
生
活
の
質
を
求
め
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い

ま
す
。
貴
会
は
、
理
念
と
し
て
「
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と

予
防
、
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の
充
実
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
」
を
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、
わ
が
国
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対

策
の
指
針
と
な
る
「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書
」
が
１0
年
ぶ
り
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
体
目
標
と
し
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
重
症
化
予
防
と
な
ら
ん
で
Ｃ

Ｋ
Ｄ
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
向
上
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
じ
め
て
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
に
は
透
析
、
腎
移
植
患
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
貴
会
の
、
透
析
患
者
さ
ん
の
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
ポ
リ
シ

ー
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
私
が
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
貴
会
が
、
透
析
医
療
だ
け
で
な
く
、
腎
移
植
の
推
進
活
動
、
さ
ら
に

は
保
存
期
腎
不
全
患
者
の
透
析
予
防
活
動
も
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
保
存
期
腎
不
全
患
者
に
対
す
る
教
育
支
援
は
、
ひ
い
て
は
透
析

患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
、
貴
会
の
大
局
的
視

点
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
貴
会
と
よ
り
緊
密
に
連
携
を
取
り
合
い
、
協
力
し
て
透
析
医
療

の
充
実
に
務
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
私
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
略
歴
】
か
な
め
　
し
ん
や

１
９
８
３
年　

３
月
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。
２
０
１
４
年
～
杏
林
大
学

医
学
部
腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
教
授
。
２
０
２
０
年
～
同
医
学
部
付
属
病

院
副
院
長
。
日
本
透
析
医
学
会
・
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
の
専
門
医
・
指
導
医
。
三

多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
理
事
長
、
東
京
都
透
析
医
会
監
事
。

東
腎
協
設
立
５０
周
年
に
よ
せ
て

一
般
社
団
法
人
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会　
理
事
長
要 

伸
也
さ
ん



２６

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
の
戸
倉
振
一
会
長
は
じ
め
会

員
の
皆
様
、
創
立
５0
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た

っ
て
、
腎
臓
病
患
者
の
療
養
環
境
の
整
備
、
向
上
に
活
動
さ
れ
て
き
た
皆
様

に
、心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
誠
に
僭
越
な
が
ら
、東
腎
協
と
東
難
連
は
、

こ
の
５0
年
、
と
も
に
難
病
及
び
慢
性
疾
病
対
策
の
歴
史
の
中
で
、
絆
を
深
め

て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
４７
（
１
９
７
２
）
年
に
、
国
が
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
・
重
症
筋
無
力

症
・
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
・
ス
モ
ン
の
４
疾
病
を
難
病
指
定
し
、
東

京
都
が
「
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
」
を
、
都
単
独
事
業
と
し
た
年

の
５
月
１
日
に
、
東
京
都
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
１２
団

体
に
よ
り
、
東
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
時

か
ら
、
東
腎
協
の
平
澤
三
吾
氏
が
、
昭
和
５１
（
１
９
７
６
）
年
に
東
難
連
の

第
２
代
会
長
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
６3
（
１
９
８
８
）
年
１0
月
２0
日
に
亡
く
な

る
ま
で
、
１２
年
間
活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
、
昭
和
６２
（
１
９
８
７
）
年
に
、
東

京
都
衛
生
局
長
か
ら
、東
難
連
会
長
在
位
１0
年
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、東
腎
協
の
草
間
和
男
氏
は
、東
難
連
副
会
長
と
し
て
、平
成
４
（
１

９
９
２
）
年
の
、
東
難
連
会
報
の
「
設
立
２0
周
年
特
集
号
」
の
編
集
委
員
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
東
腎
協
の
北
爪
勇
氏
が
平
成
１0
（
１
９

９
８
）
年
に
東
難
連
の
第
４
代
会
長
に
就
任
さ
れ
、「
難
病
患
者
実
態
調
査

報
告
」
を
纏
め
、「
難
病
対
策
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
」
を
、
国
や
都

に
提
出
さ
れ
、平
成
１４
（
２
０
０
２
）
年
ま
で
、会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
腎
協
の
田
中
助
成
氏
が
、
平
成
１５
（
２
０
０
３
）
年
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
東
難
連
の
第
２
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年

に
、「
第
５７
回
保
健
文
化
賞
」
の
受
賞
の
際
は
、
北
爪
勇
元
会
長
も
ご
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
、
東
腎
協
の
榊
原
靖
夫

氏
が
第
５
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
１
月
７
日
に

亡
く
な
る
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
を
受
け
、
私
、
原
田
が
第
６
代

理
事
長
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

去
る
５
月
２９
日
に
行
わ
れ
た
東
難
連
定
時
総
会
は
設
立
５0
周
年
記
念
と
法

人
設
立
２0
周
年
記
念
を
兼
ね
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
東
京
都
ピ
ア

相
談
室
事
業
だ
け
で
な
く
、
難
病
相
談
会
や
難
病
講
演
会
等
の
本
来
の
東
難

連
事
業
を
で
き
る
組
織
作
り
を
喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
た
。
ま
た
東
京
の
地

に
あ
る
東
難
連
の
役
割
と
責
任
は
重
く
、
地
域
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

国
に
新
し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
と
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
福
祉
、
社
会
保
障
の

内
容
充
実
を
図
り
、
患
者
中
心
の
医
療
体
制
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

【
略
歴
】
は
ら
だ
　
ひ
さ
お

東
京
在
住
、
１
９
４
９
年
１
月
２５
日
生
、
７３
歳
。
２
０
１
２
年
１０
月
「
全
国
フ
ァ

ブ
リ
ー
病
患
者
会
」
会
長
就
任　

国
内
海
外
活
動
に
入
る
。
そ
の
後
、
厚
労
省
患

者
申
出
療
養
会
議
の
初
代
構
成
委
員
等
を
務
め
２
０
１
７
年
日
本
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム

病
患
者
家
族
会
協
議
会
設
立
代
表
理
事
に
就
任
。
現
在
に
至
る
。

東
腎
協
創
立
５０
周
年
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
難
連 

理
事
長

原
田 

久
生
さ
ん



２７

50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
様
、
５0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
５0
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
人
工
透
析
を
受
け
る
腎
臓
病
患
者
さ

ま
の
療
養
環
境
の
整
備
・
向
上
の
た
め
に
ご
尽
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
協
会
は
、
２
０
０
１
年
に
設
立
以
来
約
２0
年
間
、
前
松
村
満
美
子
理
事

長
の
も
と
、
腎
不
全
を
病
む
患
者
さ
ん
た
ち
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高

め
る
た
め
の
、
腎
臓
疾
患
療
法
に
関
す
る
情
報
提
供
と
そ
の
普
及
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
理
事
長
を
拝
命
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
、

御
団
体
と
協
働
し
、
慢
性
腎
臓
病
対
策
へ
の
環
境
整
備
や
啓
発
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
が
腎
臓
病
を
知
っ
た
の
は
昔
々
の
小
学
校
時
代
に
遡
り
ま
す
。

同
級
生
の
ご
家
庭
に
腎
臓
の
悪
い
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
小
学
校
２
年
生
の

時
に
麻
疹
（
は
し
か
）
に
か
か
り
２
年
後
に
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
お
姉
さ
ま
も
腎
臓
が
悪
く
、
当
時
治
療
法
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま

ま
５
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
ご
両
親
は
二
度
と
そ
の
悲
し
み
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
都
内
の
大
学
病
院
の
一
室
で
初
め
て
の
子
ど
も

用
キ
ー
ル
型
透
析
器
を
導
入
さ
れ
た
り
、
海
外
の
あ
ら
ゆ
る
先
進
的
医
療
の

情
報
を
集
め
、
当
時
日
本
で
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
献
腎
移
植
を
目

的
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
結
果
的
に
生
体
移
植
と
献
腎
移
植
を
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ご
家
族
ご
親
戚
が
中
心
と
な
り
、
周
囲
の
方
々
も
含
め
て
総
出
で
一

生
懸
命
に
生
活
を
見
守
り
看
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
透
析
に

戻
ら
れ
て
１８
年
間
の
闘
病
の
末
、
２４
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
訃

報
を
新
聞
の
特
集
記
事
で
知
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

ご
両
親
は
、
こ
の
壮
絶
な
病
と
の
闘
い
を
今
後
の
腎
臓
病
患
者
さ
ん
の
た
め

に
と
記
録
し
、
出
版
や
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
透
析
や
移
植
の
黎
明
期
を
経
て
、
今
が
あ
り
ま
す
。
透
析

患
者
さ
ん
が
3４
万
人
を
超
え
、
決
し
て
看
過
で
き
ま
せ
ん
が
、
医
療
機
器
や

技
術
、
治
療
は
格
段
に
向
上
し
、
様
々
な
社
会
制
度
や
互
助
に
よ
っ
て
、
仕

事
や
出
産
等
も
で
き
、
長
く
生
き
ら
れ
る
時
代
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
半
世
紀
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
が
自
ら
の
挑
戦
や
失
敗
を
無
駄
に

せ
ず
、
仲
間
や
他
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ら
し
た
か
ら
こ
そ

の
今
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

患
者
団
体
の
活
動
を
さ
れ
て
き
た
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
時
、
頂
い

た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
多
く
の
腎
不
全
患
者
が
命
を
懸
け
て
活
動
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
今
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

【
略
歴
】
が
ん
せ
　
み
さ

薬
剤
師
。
製
薬
会
社
勤
務
を
経
て
、メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
。

１
９
９
７
年
１０
月
よ
り
（
公
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
勤
務
し
、
広

報
お
よ
び
臓
器
移
植
医
療
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。
２
０
２
１
年
４
月
よ
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
理
事
長
、
現
在
に
至
る
。

い
の
ち
を
つ
な
い
だ
５０
年
の
あ
ゆ
み
に
感
謝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会 

理
事
長

雁
瀬 

美
佐
さ
ん



２8

東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
東
腎
協
と
し

て
の
活
発
な
活
動
は
も
と
よ
り
、
当
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
大
な

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
貴
会
が
結
成
５0
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
お
知
ら
せ
に

接
し
、
こ
の
間
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
困
難
さ
に
思
い
を
巡
ら
し
、
こ
れ
ま
で

に
携
わ
ら
れ
た
役
・
職
員
の
方
々
及
び
そ
れ
を
支
え
た
会
員
の
皆
様
方
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

一
口
に
５0
年
と
申
し
ま
し
て
も
、
わ
が
国
で
人
工
透
析
治
療
が
は
じ
ま
っ

た
の
が
５0
年
少
し
前
で
す
。
し
か
し
、
当
時
の
透
析
能
力
は
現
在
よ
り
格
段

に
低
く
、
十
分
な
透
析
効
果
が
上
が
ら
ず
、
か
つ
厳
し
い
飲
食
制
限
を
強
い

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
透
析
機
が
国
内
に
数
百
台
し
か
な
く
、
し
た

が
っ
て
全
国
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
透
析
を
受
け
る
人
を
決
め
る
の
に
、

収
入
、
性
別
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
為
、
総
合
的
な
慢
性
腎
臓
病
対
策
を
求
め
て
都
道
府
県
協
議
会
が
次

々
と
発
足
し
、
軌
を
同
じ
く
し
て
当
会
も
発
足
し
、
先
ご
ろ
５0
周
年
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
す
。
当
時
は
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
透
析
を
受
け

ら
れ
る
社
会
の
実
現
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
腎
友
会
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
当
時
は
、
必
要
な
時
に
透
析
が
開
始
で
き
ず
、
地
域
的
に
透
析
の

可
不
可
が
あ
り
、
収
入
あ
る
い
は
性
別
に
よ
っ
て
患
者
が
選
別
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
し
て
せ
っ
か
く
透
析
を
開
始
し
て
も
、
１
年
後
の
生
存
率
は
約

５0
％
、
５
年
後
の
生
存
率
は
約
１0
％
と
厳
し
い
治
療
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
現
在
透
析
歴
５0
年
を
超
す
方
々
が
全
国
に
１0
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
（
当
会
調
べ
）。
そ
し
て
、
先
頃
開
催
し
た
当
会
創
立
５0
周
年
記
念

式
典
に
お
け
る
５0
年
長
期
透
析
表
彰
の
場
に
、
貴
会
の
２
名
の
会
員
様
が
登

壇
し
、
会
場
に
ご
参
列
の
皆
様
の
賞
賛
を
浴
び
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
人

は
、
５0
年
前
の
透
析
を
経
験
し
、
自
己
管
理
に
努
め
ら
れ
、
貴
会
並
び
に
当

会
の
５0
年
の
歩
み
を
見
守
り
、
活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
存
じ
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
貴
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当

会
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
簡
単
で
す
が
東
腎
協
様
５0
年

に
向
け
て
私
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

【
略
歴
】
い
け
だ
　
み
つ
る

全
国
腎
臓
病
協
議
会
役
員
歴

２
０
２
１
年
６
月
～　
　

北
越
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

２
０
２
１
年
１２
月
～　

副
会
長
、
北
越
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

２
０
２
２
年
６
月
～　
　

会
長
、
北
越
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

東
腎
協
５０
周
年
に
寄
せ
て

一
般
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議
会 

会
長

池
田 

充
さ
ん
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年
先
人
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謝
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笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
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へ
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人
工
腎
臓
は
、
１
９
６
７
年
（
昭
和
４２
年
）
１２

月
に
医
療
保
険
の
適
用
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
工

腎
臓
機
器
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
頃
の
全
国
の
透
析
患
者
数
は
２
１
５
人
で
、
１

年
生
存
率
は
５0
％
未
満
で
し
た
。

人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
て
も
、
自
己
負
担
の
全

く
な
い
患
者
は
社
会
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公

務
員
な
ど
）
本
人
だ
け
で
、
当
時
の
医
療
保
険
制

度
で
は
、
社
会
保
険
の
家
族
は
５
割
、
国
民
健
康

保
険
（
自
営
業
者
ら
）
は
、
３
割
の
自
己
負
担
が

あ
り
、
そ
の
負
担
額
は
月
に
１0
万
円
か
ら
30
万
円

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
医
療
費
負

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

（
以
下
「
東
腎
協
」
と
言
う
）
は
２
０
２
２
年
結

成
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
結
成
以
来
行
政
、
医

療
従
事
者
、
介
護
従
事
者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
様
の
ご
支
援
を
賜
る
と
と
も
に
私
た
ち
の
先
人

や
そ
の
ご
家
族
の
活
動
に
よ
り
本
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

東
腎
協
は
、
腎
臓
病
患
者
が
活
動
す
る
当
事
者

団
体
で
す
。
活
動
し
て
い
く
中
で
多
く
の
仲
間
が

亡
く
な
り
、
ま
た
近
年
は
、
患
者
の
高
齢
化
な
ど

も
背
景
に
、
結
成
当
時
を
知
る
「
語
り
部
」
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
の
命
を
か

け
た
闘
い
を
は
じ
め
、
医
療
保
険
制
度
や
社
会
保

障
制
度
、
療
養
環
境
の
変
遷
は
、
途
切
れ
る
こ
と

な
く
未
来
へ
語
り
継
が
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
本
書
が
そ
の
た
め
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
工
透
析
を
始
め
と
す
る
医
療
技
術
や
薬
剤
な

ど
は
５0
年
間
で
大
き
く
進
歩
し
、
誰
も
が
必
要
な

時
に
必
要
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
に
な
り
ま

し
た
。
腎
臓
病
が
進
行
し
慢
性
腎
不
全
に
な
る
と

機
能
し
な
く
な
っ
た
腎
臓
に
代
わ
る
代
替
治
療
が

必
要
に
な
り
人
工
透
析
治
療
を
開
始
し
ま
す
。
多

く
の
患
者
は
、
生
涯
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
治

療
に
不
安
と
失
望
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
、
人
工

透
析
機
器
の
不
足
や
医
療
費
負
担
が
出
来
ず
治
療

を
受
け
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
患
者
が

い
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
残
念
な

が
ら
患
者
会
活
動
に
無
関
心
を
決
め
込
む
人
が
多

い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

人
工
透
析
が
必
要
に
な
れ
ば
誰
も
が
治
療
を
受

け
ら
れ
る
環
境
は
、
自
然
に
で
き
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
患
者
会
活
動
を
無
理
強
い
し
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
患
者
に
５０
年
間
の
歴
史
を
学
び
、
患

者
会
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
の
治
療
環
境

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
」
を
つ
く
る
た
め

に
過
去
か
ら
学
び
、
患
者
会
活
動
を
未
来
に
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
結
成
５0
周
年
を
機

に
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

日
本
の
患
者
運
動

日
本
の
患
者
運
動

日
本
の
患
者
運
動
は
、
世
界
の
ど
の
国
に
も
な

い
独
特
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
し
た
。
戦
前
の
結
核

や
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
が
自
身
の
命
を
守
る
た
め

の
活
動
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
難
病

や
障
害
に
よ
る
治
療
の
苦
し
み
や
差
別
・
偏
見
を

味
わ
う
人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
る
こ
と
を
願

い
、
患
者
・
家
族
が
自
主
的
に
活
動
を
は
じ
め
、

地
域
か
ら
全
国
の
活
動
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

「
患
者
運
動
」（
長
宏
著
）
の
一
節
に
〝
ベ
ッ

ド
の
中
か
ら
で
て
、
ベ
ッ
ド
の
中
に
か
え
る
〟
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
患
者
が
、

毎
日
の
生
活
を
送
る
ベ
ッ
ド
の
中
か
ら
、「
こ
う

し
て
ほ
し
い
」「
あ
あ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、

直
接
の
願
い
ご
と
か
ら
出
発
し
、
そ
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
組
織
的
な
運
動
に
取
り
組
み
、
そ

の
結
果
は
一
人
ひ
と
り
の
ベ
ッ
ド
の
生
活
に
実
を

結
成
結
成
5050
年年  

先
人
へ
の
感
謝
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
へ

先
人
へ
の
感
謝
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
へ

～
東
腎
協
の
歴
史
と
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
～

～
東
腎
協
の
歴
史
と
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
～
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結
ん
で
表
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
私
た
ち
透
析
患
者
が
透
析
中
の
ベ
ッ
ド
の

中
で
不
安
に
思
う
こ
と
や
心
配
事
の
解
決
に
取
り

組
み
、
そ
の
結
果
は
ベ
ッ
ド
で
透
析
を
行
う
患
者

の
生
活
に
実
を
結
ぶ
こ
と
で
す
。

１
９
７
１
年
（
昭
和
４６
年
）
全
国
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
（
以
下
「
全
腎
協
」
と
言
う
）
が
結

成
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に

結
核
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
運
動
が
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
翌
年
１
９
７
２
年（
昭
和
４７
年
）

東
京
都
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
東
腎

協
」
と
言
う
）
が
結
成
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
東
腎
協
、
全
腎
協
は
、「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、誰
も
が
必
要
な
時
に
治
療
（
人
工
透
析
）

が
受
け
ら
れ
る
」
こ
と
を
目
的
に
患
者
会
活
動
の

三
つ
の
役
割
を
柱
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

患
者
会
活
動
の
三
つ
の
役
割

①
病
気
の
科
学
的
な
把
握　

―
病
気
の
自
覚
―

②�

病
気
と
闘
う
気
概　

―
病
気
の
社
会
性
の
認

識
―

③�

病
気
と
闘
う
条
件
整
備
―
療
養
条
件
の
改
善

整
備
―
（
患
者
の
権
利
と
し
て
の
生
存
権
）

東
腎
協
、
全
腎
協
は
、
そ
れ
ぞ
れ
結
成
５0
周
年

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
今
日
で
は
、
誰
も
が
必

要
な
時
に
人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
る
環
境
に
な

り
、
人
工
透
析
治
療
技
術
も
世
界
一
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。「
医
療
経
済
学
」（
二
木
立

著
）
で
は
、
日
本
の
人
工
透
析
の
進
歩
に
患
者
会

活
動
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
工
腎
臓
の
始
ま
り

人
工
腎
臓
の
始
ま
り

人
工
腎
臓
が
日
本
で
臨
床
応
用
さ
れ
た
の
は
１

９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）、
１
９
５
６
年
（
昭
和

3１
年
）
に
は
腹
膜
還
流
で
初
め
て
患
者
が
救
命
さ

れ
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
3９
年
）
に
初
め
て
の
生

体
腎
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
工
腎
臓
は
、
１
９
６
７
年
（
昭
和
４２
年
）
１２

月
に
医
療
保
険
の
適
用
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
工

腎
臓
機
器
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
頃
の
全
国
の
透
析
患
者
数
は
２
１
５
人
で
、
１

年
生
存
率
は
５0
％
未
満
で
し
た
。

人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
て
も
、
自
己
負
担
の
全

く
な
い
患
者
は
社
会
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公

務
員
な
ど
）
本
人
だ
け
で
、
当
時
の
医
療
保
険
制

度
で
は
、
社
会
保
険
の
家
族
は
５
割
、
国
民
健
康

保
険
（
自
営
業
者
ら
）
は
、
３
割
の
自
己
負
担
が

あ
り
、
そ
の
負
担
額
は
月
に
１0
万
円
か
ら
30
万
円

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
医
療
費
負
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担
に
耐
え
う
る
患
者
だ
け
が
透
析
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
患
者
の
悲
劇
的
な
事
例

は
枚
挙
す
れ
ば
限
り
が
な
く
、
医
療
費
を
捻
出
す

る
た
め
に
貯
金
を
使
い
果
た
し
、
家
屋
敷
を
売
り

払
い
、
生
活
保
護
を
受
け
る
た
め
に
離
婚
し
、
自

ら
の
命
を
絶
つ
患
者
も
い
ま
し
た
。

「
死
」
を
意
味
し
た
腎
不
全
が
人
工
腎
臓
の
出

現
に
よ
っ
て
延
命
可
能
な
疾
患
と
な
り
、
社
会
復

帰
さ
え
も
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
こ
の

よ
う
な
悲
劇
的
患
者
の
存
在
は
、
必
然
的
に
そ
の

解
決
の
た
め
に
患
者
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
初
に
で
き
た
患
者
会
は
東
京
の
ニ

ー
レ
友
の
会
で
す
。
ニ
ー
レ
友
の
会
は
、
１
９
７

０
年
（
昭
和
４５
年
）
２
月
に
東
京
・
日
大
板
橋
病

院
腎
臓
病
棟
で
慢
性
腎
炎
の
患
者
を
中
心
に
４０
名

で
発
足
し
ま
し
た
。
ニ
ー
レ
友
の
会
の
会
員
で
あ

り
、
全
腎
協
結
成
時
の
初
代
事
務
局
長
と
な
っ
た

笠
原
秀
夫
は
、そ
の
時
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

笠
原
と
同
じ
く
宝
生
和
男
も
ニ
ー
レ
友
の
会
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
後
に
東
腎
協
第
３
代
目
会
長
と
な

り
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
数
年
前
、
板
橋
の
日
大
病
院
に
は
、
腎
臓
病

棟
が
別
棟
に
あ
り
ま
し
て
、一
つ
の
フ
ロ
ア
ー
が
、

全
て
腎
患
者
で
占
め
ら
れ
、
常
時
５0
人
か
ら
６0
人

位
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。
…
…
こ
の
時
に

あ
る
事
件
が
お
き
ま
し
て
ト
ン
タ
君
と
い
う
２２
歳

の
青
年
が
急
に
腎
不
全
に
な
っ
て
、
人
工
腎
臓
に

か
け
な
け
れ
ば
生
命
が
お
ぼ
つ
か
な
い
よ
う
な
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
両
親
が
呼
ば
れ
ま
し

て
、
ま
ず
医
療
費
が
払
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
驚
い
た
両
親
が
八
方
駆
け
ず
り
回
っ

た
の
で
す
が
、
１
回
に
つ
い
て
５
万
円
か
か
り
、

週
２
回
と
し
て
、
２２
歳
の
若
さ
で
永
久
に
使
っ
て

ゆ
く
と
す
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
に
な
る
か
を

考
え
ま
す
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
数
字
で
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
と
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
い
る
う

ち
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
こ
れ

は
、
も
う
考
え
な
く
て
は
大
変
だ
と
い
う
の
が
、

こ
の
会
を
始
め
る
動
機
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。」

ニ
ー
レ
友
の
会
は
、
結
成
当
初
は
病
院
に
対
す

る
要
求
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
会

員
が
増
え
、
要
求
内
容
も
、
病
院
相
手
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

患
者
・
家
族
か
ら
連
絡
が
入
る
こ
と
も
多
く
、
病

院
の
患
者
会
と
い
う
範
囲
を
超
え
て
全
国
的
な
会

に
発
展
し
ま
し
た
。
会
員
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
全
国
に
存
在
し
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
（
昭
和
４５
年
）
５
月
、
広
島
で
人

工
透
析
患
者
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
初
の
広
島
人

工
腎
友
会
が
発
足
し
、
愛
知
、
富
山
、
福
島
、
兵

庫
な
ど
透
析
患
者
が
多
か
っ
た
県
で
患
者
会
が
発

足
し
て
い
き
、
医
療
機
関
単
位
の
患
者
会
も
各
地

に
組
織
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

全
腎
協
の
誕
生

全
腎
協
の
誕
生

全
国
組
織
結
成
を
呼
び
か
け
た
ニ
ー
レ
友
の
会
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は
、
準
備
か
ら
結
成
ま
で
中
心
的
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
各
地
の
患
者
も
呼
応
し
、１
９
７
１
年（
昭

和
４６
年
）
３
月
１１
日
、
東
京
を
中
心
と
す
る
患
者

会
の
代
表
が
集
ま
り
第
１
回
の
準
備
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
時
の
透
析
患
者
の
肉
体
的
条
件
（
極

度
の
貧
血
）
か
ら
、
全
国
組
織
結
成
の
具
体
的
な

準
備
は
首
都
圏
の
患
者
が
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、「
ニ
ー
レ
友
の
会
」

を
は
じ
め
五
つ
の
会
の
代
表
１3
人
で
し
た
。
各
病

院
の
患
者
の
実
情
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
、
笠

原
ら
が
把
握
し
た
各
地
の
情
報
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
情
報
交
換
に
よ
っ
て
全
国
の
患
者

の
声
を
結
集
し
、
全
国
組
織
を
結
集
す
る
こ
と
が

全
員
の
固
い
意
志
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
準

備
会
は
４
回
開
催
し
、
結
成
総
会
に
向
け
て
具
体

的
な
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

こ
う
し
て
全
腎
協
は
１
９
７
１
年（
昭
和
４６
年
）

６
月
６
日
、
東
京
大
手
町
に
あ
っ
た
都
立
産
業
会

館
で
歴
史
的
な
結
成
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
に
は
、
全
国
か
ら
２
５
０
人
を
超
え
る
透
析
患

者
、
透
析
を
目
前
に
し
た
腎
不
全
患
者
、
慢
性
腎

炎
の
患
者
や
家
族
が
土
砂
降
り
の
雨
の
中
を
集
ま

り
ま
し
た
。
各
地
の
代
表
か
ら
患
者
の
実
態
、「
金

の
切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
」
と
言
わ
れ
た
実
情
が

報
告
さ
れ
、
全
国
組
織
結
成
へ
の
熱
い
期
待
が
表

明
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
①
人
工
透
析
の
費

用
を
全
額
国
庫
負
担
に
②
透
析
患
者
を
身
体
障
害

者
に
③
全
国
各
地
に
腎
セ
ン
タ
ー
を
④
長
期
療
養

者
の
治
療
費
の
保
障
を
、
と
四
点
の
「
当
面
す
る

緊
急
目
標
」
を
含
む
活
動
方
針
な
ど
を
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

全
腎
協
は
、
既
成
の
患
者
団
体
の
経
験
に
学
び

援
助
も
受
け
な
が
ら
、
結
成
後
た
だ
ち
に
精
力
的

な
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
結
成
翌
々
日
に
は
厚
生

大
臣
に
面
会
し
、
患
者
の
実
情
を
訴
え
腎
疾
患
総

合
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望
し
、１
９
７
１
年（
昭

和
４６
年
）
１0
月
第
１
次
国
会
請
願
を
実
施
し
ま
し

た
。
１１
月
以
降
は
厚
生
省
、
大
蔵
省
、
国
会
各
党

に
対
し
て
、
腎
疾
患
対
策
関
連
予
算
要
求
を
全
額

予
算
化
す
る
よ
う
求
め
て
連
日
の
行
動
を
進
め
ま

し
た
。

全
腎
協
結
成
か
ら
１
年
足
ら
ず
で
国
の
公
費
医

療
費
助
成
制
度（
更
生
医
療
、
育
成
医
療
）、
人
工

腎
臓
の
増
設
な
ど
が
実
現
し
た
の
は
、
患
者
の
命

を
か
け
た
闘
い
で
歴
史
的
に
大
き
な
成
果
で
し
た
。

東
腎
協
結
成
ま
で
の
動
き

東
腎
協
結
成
ま
で
の
動
き

全
腎
協
が
先
に
結
成
さ
れ
た
の
は
、「
金
の
切

れ
目
が
命
の
切
れ
目
」
と
い
う
劣
悪
な
実
態
を
解

消
す
る
活
動
が
何
よ
り
も
急
務
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
全
腎
協
の
在
京
役
員
は
、
東
腎
協
が
結
成
さ

れ
る
ま
で
の
約
１
年
半
の
間
、「
全
腎
協
東
京
地

区
患
者
団
体
」
の
名
称
で
都
交
渉
を
行
い
、
同
時

に
東
腎
協
結
成
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初
の

１
年
間
は
、
在
京
役
員
数
も
少
な
く
、
当
時
の
透

析
治
療
技
術
で
は
強
い
貧
血
等
で
体
調
も
悪
く
、

活
動
に
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
東
京
都
の
昭
和
４７

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
要
請
行
動
で
は
、
当

時
の
全
患
連
、
全
難
連
に
加
盟
し
て
い
る
患
者
団

体
の
支
援
を
受
け
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

全
腎
協
が
結
成
し
た
約
２
ヵ
月
後
、
全
患
連
の

要
請
で
１
９
７
１
年（
昭
和
４６
年
）８
月
１２
日
に
、

美
濃
部
都
知
事
と
の
対
話
集
会
が
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
で
全
腎
協
は
、「
東
京
に
も
約
千

人
の
透
析
患
者
が
い
ま
す
。
今
度
、
都
立
大
久
保

病
院
に
人
工
腎
臓
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

喜
ん
で
い
る
が
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
人
工
腎
臓
さ

え
あ
れ
ば
、
生
き
て
働
け
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
「
今
後
も
増
や
す
努
力
を
し
ま
す
」
と

の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

東
京
都
が
国
に
先
駆
け
て
、
初
め
て
腎
不
全
関

係
の
予
算
を
計
上
し
た
の
は
１
９
７
１
年
（
昭
和

４６
年
）
度
か
ら
で
し
た
。
こ
の
約
１
億
２
千
万
円

の
腎
不
全
対
策
費
は
、
当
時
人
工
腎
臓
を
２
台
し

か
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
都
立
大
久
保
病
院
に
、

本
格
的
な
透
析
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
人
工
腎
臓
１3
台
、
収
容
人
員
30
人
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と
い
わ
れ
た
こ
の
セ
ン
タ
ー
実
現
の
知
ら
せ
は
、

当
時
東
腎
協
結
成
を
目
指
し
て
い
た
私
た
ち
を
大

い
に
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

美
濃
部
革
新
都
政
の
「
先
取
り
福
祉
」
は
、
腎

不
全
対
策
に
お
い
て
は
、
多
く
の
死
ぬ
べ
き
人
の

命
を
救
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
国
や
他
の
自
治
体
に

も
強
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

４７
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
２
億
５
千
万
円
の

腎
不
全
対
策
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
都
の

措
置
に
よ
り
１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
７
月
１

日
か
ら
、
透
析
治
療
費
自
己
負
担
の
半
額
が
公
費

助
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
の
１0
月
か
ら
は
国
の

更
生
医
療
、
育
成
医
療
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い

た
と
は
い
え
、
１
ヵ
月
の
自
己
負
担
で
あ
っ
て
も

多
額
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
命
の

綱
で
し
た
。

全
腎
協
が
「
都
道
府
県
単
位
の
地
方
組
織
結
成

を
す
す
め
る
」
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
は
、

第
２
回
総
会
１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
６
月
２５

日
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
１
ヵ
月
前
５
月
２８
日
、

富
士
紡
績
会
館
で
東
腎
協
結
成
第
１
回
準
備
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

東
腎
協
結
成
総
会
の
主
な
内
容

東
腎
協
結
成
総
会
の
主
な
内
容

東
腎
協
結
成
総
会
は
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
４７

年
）
１１
月
１９
日
、
大
手
町
の
都
立
産
業
会
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
参
加
者
は
１
２
０
人
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
方
針
と
し
て
５
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。

①�

腎
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
確
立
、

全
都
民
の
公
費
に
よ
る
検
尿
制
度
の
確
立

②�
腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
等
の
長
期
療
養
者
の
医

療
費
公
費
負
担
と
生
活
保
障

③
総
合
腎
セ
ン
タ
ー
の
設
置

④
専
門
医
療
関
係
者
の
充
実

⑤
社
会
復
帰
対
策
の
促
進

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
総
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

「
私
た
ち
腎
臓
病
患
者
は
、〝
一
人
の
人
間
と

し
て
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
〟
生
き
る
こ
と
を

切
望
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
じ
っ
く
り
と
、

治
療
、
療
養
し
、
体
調
を
整
え
、
あ
る
も
の
は
、

職
場
へ
復
帰
し
、
家
族
の
大
黒
柱
と
な
り
、
主
婦

は
家
庭
へ
戻
り
、
し
っ
か
り
と
家
庭
を
守
り
、
ま

た
学
生
は
学
園
に
戻
り
、勉
学
に
い
そ
し
み
た
い
、

皆
、
精
一
杯
自
分
自
身
の
責
務
を
果
た
し
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
肝
腎
の
医
療
制

度
や
、
私
た
ち
を
受
け
入
れ
る
社
会
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
で
は
、
い
か
に
努
力
し
て
も
解
決
で
き

な
い
問
題
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
ま
す
ま
す
悪
化

し
、
腎
臓
病
患
者
は
、
ま
だ
ま
だ
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
以
上
の
私
た
ち
の
肉

親
、
友
人
、
知
人
そ
し
て
一
般
の
人
々
に
、
こ
の

苦
労
を
味
合
わ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。」

初
代
会
長
に
、
寺
田
修
治
（
大
久
保
病
院
腎
友

会
・
会
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

模
索
模
索��

の
な
か
の
前
進

の
な
か
の
前
進��

（
１
９
７
３
年
～
１
９
８
１
年
）

（
１
９
７
３
年
～
１
９
８
１
年
）

東
腎
協
結
成
の
翌
年
１
９
７
３
年（
昭
和
４８
年
）

９
月
に
は
、い
ち
早
く
都
議
会
へ
の
請
願
署
名「
腎

臓
病
・
人
工
透
析
患
者
の
医
療
の
改
善
に
関
す
る

請
願
」を
行
う
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

寺
田
は
、１
９
７
４
年
（
昭
和
４９
年
）
３
月
3１
日
、

第
２
回
総
会
開
催
寸
前
に
大
久
保
病
院
の
近
く
の

喫
茶
店
で
患
者
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
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最
中
、
突
然
倒
れ
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
総
会
の
た
め
に
用
意
し
て
い
た

会
長
あ
い
さ
つ
文
が
遺
稿
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
東
腎
協
総
会
で
、
人
工
腎
臓
虎
の
門
会

の
石
坂
一
男
を
第
２
代
会
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
具
体
的
な
資
料
を
基
に
請
願
要
請
活
動
を

行
う
た
め
の
会
員
実
態
調
査
を
行
っ
た
後
、
第
２

回
目
の
都
議
会
請
願
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
（
昭
和
４９
年
）
１１
月
１
日
、
東
腎

協
は
そ
れ
ま
で
個
人
宅
に
事
務
局
を
置
い
て
い
ま

し
た
が
全
腎
協
事
務
所
に
同
居
す
る
形
で
活
動
の

拠
点
と
し
ま
し
た
。

同
年
①
心
身
障
害
者
（
１
・
２
級
）
の
医
療
費

公
費
助
成
制
度
②
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
③
３
歳

児
検
尿
④
障
害
年
金
の
障
害
認
定
日
の
短
縮
⑤
悪

性
高
血
圧
（
腎
硬
化
症
）
の
医
療
費
公
費
助
成
制

度
⑥
身
体
障
害
者
の
雇
用
促
進
法
の
適
用
が
実
現

す
る
な
ど
飛
躍
的
な
運
動
の
前
進
を
か
ち
取
り
ま

し
た
。

６
月
１４
日
に
は
、
初
の
東
京
都
衛
生
局
の
事
業

説
明
会
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の

後
の
東
京
都
予
算
要
請
行
動
と
し
て
今
日
ま
で
続

い
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。

１
９
７
６
年
（
昭
和
５１
年
）
４
月
１８
日
、
東
腎

協
第
４
回
総
会
で
宝
生
和
男
が
第
３
代
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
宝
生
は
、
私
た
ち
患
者
は
弱
い
立

場
で
、
一
本
の
細
い
糸
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
集
ま

れ
ば
ヒ
モ
に
な
る
だ
ろ
う
、
ヒ
モ
を
よ
じ
れ
ば
ロ

ー
プ
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
思
い
と
決
意
を
死
ぬ
ま

で
貫
き
通
し
ま
し
た
。

１
９
７
７
年
（
昭
和
５２
年
）
心
身
障
害
者
（
児
）

医
療
費
助
成
制
度
が
内
部
障
害
者
３
級
ま
で
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
８
年
（
昭
和
５3
年
）
宝
生
は
会
員
拡
大

に
力
を
注
ぎ
、
患
者
会
数
１１
団
体
、
会
員
数
は
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
（
昭
和
５５
年
）
１0
月
、
第
１
回
の

個
人
会
員
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
個
人
会
員

の
悩
み
や
声
を
聞
き
な
が
ら
患
者
会
結
成
を
交
流

会
の
目
的
と
し
ま
し
た
。

１
９
８
１
年
（
昭
和
５６
年
）
１１
月
８
日
、
全
腎

協
は
第
１
回
腎
バ
ン
ク
登
録
者
拡
大
全
国
一
斉
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
腎
協
は

上
野
、
新
宿
、
渋
谷
に
て
９２
人
が
参
加
し
以
後
毎

年
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
発
展（
１
９
８
２
年
～
１
９
９
１
年
）

組
織
の
発
展（
１
９
８
２
年
～
１
９
９
１
年
）

１
９
８
３
年
（
昭
和
５８
年
）
４
月
、
事
務
局
体

制
強
化
を
目
的
と
し
事
務
局
長
に
森
義
昭
が
就
任

し
半
専
従
体
制
を
と
り
ま
し
た
。１
９
８
５
年（
昭

和
６0
年
）
４
月
に
新
宿
区
下
落
合
に
あ
っ
た
全
腎

協
事
務
局
の
一
部
を
間
借
り
し
て
い
た
事
務
局
を

独
立
し
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

同
年
５
月
宝
生
会
長
の
急
逝
に
伴
い
、
翌
１
９

８
６
年
（
昭
和
６１
年
）
４
月
の
総
会
ま
で
泉
山
知

威
副
会
長
が
会
長
代
行
と
し
て
活
動
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。

１
９
８
６
年
（
昭
和
６１
年
）
４
月
２
日
、
第
１４

回
総
会
で
石
川
勇
吉
が
第
４
代
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
代
行
だ
っ
た
泉
山
は
全
腎
協
の
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

同
年
１0
月
、
東
京
都
腎
不
全
研
究
会
が
設
置
さ

れ
、
腎
不
全
対
策
の
推
進
と
方
策
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
の
研
究
報
告
を
受
け
１

９
８
８
年
（
昭
和
６3
年
）
１0
月
に
東
京
都
腎
不
全

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
腎
不
全
の
予
防
か
ら
腎

移
植
の
推
進
等
に
対
す
る
総
合
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
７
年
（
昭
和
６２
年
）
１１
月
２２
日
、
第
１

回
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
が
東
腎
協

結
成
１５
周
年
記
念
事
業
の
１
つ
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
集
い
は
、「
透
析
に
苦
し
む
患
者
は

私
た
ち
で
た
く
さ
ん
だ
」
と
の
想
い
か
ら
、
広
く

都
民
に
対
し
て
、
腎
臓
病
の
普
及
啓
発
の
た
め
に

開
催
し
た
も
の
で
、
全
腎
協
が
提
唱
す
る
腎
疾
患

総
合
対
策
の
実
践
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

日
も
な
お
重
要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

同
年
１０
月
１８
日
、
腎
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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を
開
催
し
、
東
京
都
が
初
め
て
こ
の
事
業
に
対
し

予
算
化
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
東

京
都
、
東
京
都
医
師
会
、
東
腎
協
の
三
者
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
４
月
２
日
、
第
１７

回
東
腎
協
総
会
で
泉
山
知
威
が
第
５
代
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
１0
月
２６
日
、
全
腎

協
が
豊
島
区
目
白
駅
近
く
の
紫
山
会
ビ
ル
に
事
務

局
を
移
転
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
東
腎
協
も
同

ビ
ル
３
階
に
事
務
局
を
移
転
し
ま
し
た
。

医
療
医
療��

・
福
祉
の
危
機

・
福
祉
の
危
機��

（
１
９
９
２
年
～
２
０
０
１
年
）

（
１
９
９
２
年
～
２
０
０
１
年
）

１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
４
月
５
日
、
東
腎

協
結
成
２0
周
年
第
２0
回
総
会
と
同
日
２0
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
同
年
１１
月
２９
日
に
結

成
２0
周
年
記
念
祝
賀
会
を
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

で
開
催
し
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
４
月
３
日
、
東
腎

協
第
２２
回
総
会
を
開
催
し
、
竹
田
文
夫
を
第
６
代

会
長
に
選
出
し
活
動
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
１0
月
、
新
宿
区
の

透
析
施
設
で
透
析
患
者
５
人
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
劇
症
肝
炎
を
発
症
し
、
こ
の
う
ち
４
人

が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
該
施
設

の
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
透
析
患
者
に
も
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
。
東
京
都
は
、「
東

京
都
劇
症
肝
炎
調
査
班
」
を
設
置
し
、
感
染
原
因

の
究
明
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
結
局
感
染
原
因

は
判
明
し
た
も
の
の
感
染
経
路
の
特
定
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
１
月
１７
日
未
明
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
透
析
患
者
に
つ
い
て
も
２４
人
が

亡
く
な
る
な
ど
患
者
・
家
族
に
関
わ
る
直
接
的
な

被
害
の
ほ
か
、
多
く
の
施
設
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

断
た
れ
る
な
ど
、
透
析
施
設
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
東
腎
協
は
、
１
９
７
９
年
（
昭
和

５４
年
）
に
東
京
都
に
対
し
て
、「
災
害
時
の
人
工

透
析
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
」を
提
出
し
て
以
来
、

毎
年
要
望
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
阪
神
淡

路
大
震
災
は
東
京
都
衛
生
局
が
「
災
害
時
救
急
透

析
医
療
シ
ス
テ
ム
検
討
部
会
」
を
設
置
し
た
矢
先

の
出
来
事
で
し
た
。
東
腎
協
は
、
東
京
都
地
域
防

災
計
画
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
修
正
）
の
中
で

初
め
て
「
透
析
患
者
へ
の
対
応
」
と
い
う
項
目
を

設
け
さ
せ
る
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
４
月
６
日
、
東
腎

協
第
２５
回
総
会
を
開
催
し
、
第
７
代
会
長
に
糸
賀

久
夫
を
選
出
し
ま
し
た
。
同
年
６
月
１５
日
東
腎
協

結
成
２５
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
同
年
６
月

２２
日
結
成
２５
周
年
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

同
年
度
、東
京
都
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」で
、

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
住
民

税
非
課
税
者
以
外
の
障
害
者
に
つ
い
て
老
人
保
健

法
並
み
の
自
己
負
担
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
東
腎

協
は
、
１１
月
に
都
議
会
請
願
に
取
り
組
み
「
心
身

障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
な
ら
び
に
障
害
者
関

係
施
策
の
継
続
・
発
展
を
求
め
る
」
請
願
署
名
を

提
出
し
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
（
平
成
１0
年
）
４
月
２６
日
、
東
腎

協
第
２６
回
総
会
を
開
催
し
、
会
員
数
が
増
加
し
事

務
所
が
狭
く
な
っ
た
た
め
７
月
９
日
東
腎
協
事
務

所
を
豊
島
区
大
塚
駅
近
く
の
一
橋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
新

本
社
ビ
ル
に
移
転
し
ま
し
た
。
新
事
務
所
は
、
旧

事
務
所
の
３
倍
の
広
さ
で
、
日
常
の
業
務
と
発
送

作
業
、
来
客
の
対
応
が
平
行
し
て
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
７
月
２９
日
、
東
京

都
は
「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
」
を
発
表
、
続
い

て
「
福
祉
施
策
の
新
た
な
展
開
」
を
発
表
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
マ
ル
障
は
①
所
得
制
限
の
強
化
②

自
己
負
担
の
導
入
③
新
規
６５
歳
以
上
を
対
象
外
と

す
る
。
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
①
所
得
制
限
の

強
化
②
新
規
６５
歳
以
上
を
対
象
外
と
す
る
な
ど
の

厳
し
い
内
容
の
も
と
で
、
住
民
税
非
課
税
を
除
き
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老
人
保
健
並
み
の
自
己
負
担
と
な
り
、
所
得
制
限

を
超
え
た
人
や
６５
歳
以
上
の
新
規
透
析
患
者
は
マ

ル
障
の
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

同
年
８
月
２２
日
、
第
１
回
地
域
腎
友
会
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
福
祉
、
介
護
、
防
災
な
ど
地

域
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が
増
し
、
地
域
で
の

組
織
化
や
交
流
会
な
ど
で
情
報
交
換
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
継
続
し
開
催
し
て
い
ま

す
。２

０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
度
か
ら
「
腎
臓
病

を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
は
、
都
民
へ
の
啓
蒙
活

動
の
重
要
性
を
考
え
、
東
腎
協
が
す
べ
て
の
経
費

を
負
担
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
（
平
成
１４
年
）
４
月
２１
日
、
東
腎

協
結
成
30
周
年
記
念
総
会
を
開
催
し
、
糸
賀
に
代

わ
り
渡
邉
忠
志
が
第
８
代
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。同
年
１１
月
１0
日
に
は
、京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

結
成
30
周
年
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

進
む
進
む��

患
者
の
高
齢
化

患
者
の
高
齢
化��

（
２
０
０
２
年
～
２
０
１
１
年
）

（
２
０
０
２
年
～
２
０
１
１
年
）

全
腎
協
は
、
１
９
９
０
年
頃
か
ら
患
者
の
高
齢

化
や
長
期
透
析
に
よ
る
合
併
症
の
重
複
化
・
重
度

化
に
対
し
要
介
護
透
析
患
者
の
実
態
把
握
と
厚
生

省
・
国
会
へ
の
要
望
活
動
、
通
院
送
迎
の
実
践
と

い
う
方
法
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

透
析
患
者
を
取
り
巻
く
環
境
も
時
間
の
経
過
と
と

も
に
変
化
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
４
月
に
介
護
保
険

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
将
来
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、財
源
問
題
な
ど
課
題
が
多
い
中
、

２
０
０
６
年
（
平
成
１８
年
）
に
は
予
防
給
付
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
（
居

住
費
、
食
費
等
）
や
透
析
患
者
の
認
定
基
準
な
ど

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
（
平
成
１５
年
）
１
月
２９
日
、
東
腎

協
事
務
局
を
近
隣
の
信
友
大
塚
ビ
ル
に
移
転
し
ま

し
た
。
同
年
４
月
２0
日
東
腎
協
第
3１
回
総
会
を
開

催
し
、
渡
邉
に
代
わ
り
榊
原
靖
夫
が
第
９
代
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
（
平
成
１７
年
）
２
月
１0
日
、
第
１

６
２
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支

援
法
（
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年
１0
月
3１
日

に
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
更
生
医

療
が
自
立
支
援
医
療
に
名
称
を
変
更
し
「
応
能
負

担
」
か
ら
「
応
益
負
担
」（
原
則
１
割
負
担
、
人

工
透
析
は
別
途
所
得
で
負
担
設
定
）
に
代
わ
り
、

国
制
度
の
公
費
助
成
制
度
が
後
退
し
ま
し
た
。

患
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
全
腎
協
が
中
心

と
な
り
介
護
支
援
や
通
院
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
患
者
会
活
動
に
も
徐
々
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
病
院
患
者
会
の

役
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
病
院
患
者

会
の
解
散
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
３

年
度
総
会
議
案
書
の
活
動
報
告
の
中
で
は
、
当
時

の
東
腎
協
執
行
部
で
あ
る
常
任
幹
事
会
が
体
調
不

良
等
の
理
由
で
出
席
率
が
６0
％
程
度
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
患
者
会
活
動
の
後

退
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
２
０
０
３
年
（
平
成

１５
年
）
４
月
２0
日
第
3１
回
総
会
で
東
腎
協
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
を
承
認
し
、
翌
年

第
3２
回
総
会
に
お
い
て
法
人
化
を
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
取
得
に
向
け
活
動
に

取
り
組
み
、
２
０
０
６
年
（
平
成
１８
年
）
２
月
７

日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
（
平
成
２0
年
）
４
月
、
老
人
保
健

制
度
に
代
わ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

同
年
９
月
７
日
に
東
腎
協
事
務
局
を
信
友
大
塚

ビ
ル
か
ら
近
隣
の
富
士
大
塚
ビ
ル
に
移
転
し
ま
し

た
。２

０
０
９
年
（
平
成
２１
年
）
６
月
２１
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
腎
協
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、
榊
原
に
代
わ

り
木
下
久
吉
が
第
１0
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
（
平
成
２３
年
）
３
月
１１
日
、
東
日

本
を
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
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・
０
の
巨
大
地
震
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
地
震
と
と
も
に
巨
大
津
波
が
発
生
し
多
く

の
人
命
を
奪
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
が
被
災
し
被
害
を
拡
大
し
ま
し
た
。
東

京
都
に
は
福
島
県
か
ら
約
４
０
０
人
の
透
析
患
者

が
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
避
難
者
へ
の
透
析
確
保

や
計
画
停
電
等
の
た
め
都
内
透
析
施
設
で
は
、
透

析
時
間
の
短
縮
や
時
間
の
変
更
な
ど
を
行
い
対
応

し
ま
し
た
。

３
月
１５
日
に
は
、
東
腎
協
事
務
局
に
宮
城
県
の

医
療
機
関（
関
東
の
医
療
機
関
を
経
由
）よ
り「
サ

ブ
ラ
ッ
ト
、サ
ブ
パ
ッ
ク
な
ど
の
物
品
が
不
足
し
、

ト
リ
ア
ー
ジ
（
傷
病
者
の
振
り
分
け
）
を
か
け
る

段
階
に
ま
で
き
て
い
る
。
協
力
し
て
ほ
し
い
。」

と
協
力
依
頼
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
経
験
は
、
後
の
東
京
都
直
下
型
大
地

震
を
は
じ
め
透
析
患
者
の
災
害
対
策
へ
の
取
り
組

み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
同
年
１１
月
２９

日
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
『
報
告
と
提
言
「
い
わ
き
市
の
透
析
患
者
集
団

避
難
に
学
ぶ
」
首
都
圏
大
災
害
へ
の
備
え
』
出
版

記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
２
０
１
４
年
（
平
成
２６

年
）
３
月
に
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
か
ら
「
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
改

訂
版
）が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
９
年
初
版
、

平
成
１３
年
改
訂
、
平
成
８
年
改
訂
）。
２
０
２
１

年
（
令
和
３
年
）
５
月
改
訂
版
。

現
在
は
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

に
東
腎
協
会
長
の
戸
倉
が
参
加
し
、
東
京
都
透
析

医
会
と
連
携
し
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
た
新
た��

な
課
題
へ
の
取
り
組
み

な
課
題
へ
の
取
り
組
み��

（
２
０
１
２
年
以
降
）

（
２
０
１
２
年
以
降
）

東
腎
協
は
、
２
０
１
２
年
度
結
成
４0
周
年
を
迎

え
以
下
の
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
全
会
員
を
対
象
に
実
態
調
査
の
実
施
。

調
査
票
を
４
６
４
５
票
配
布
、
３
０
９
０
票

回
収
（
回
収
率
６７
％
）
報
告
書
を
３
月
２７
日

に
発
行
し
ま
し
た
。

⑵
４0
周
年
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
の
作
成
。

　
�

３
月
１８
日
に
発
行
し
全
会
員
へ
配
布
し
ま
し

た
。

⑶
４0
周
年
記
念
祝
賀
会
の
開
催
。

１２
月
２
日
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
谷
で
開
催
し

ま
し
た
。

２
０
１
３
年
（
平
成
２５
年
）
６
月
２3
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
腎
協
第
８
回
総
会
を
開
催
し
、
木
下
に
代
わ

り
藤
田
吉
彦
が
第
１１
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
（
平
成
２５
年
）
１０
月
１６
日
、
伊
豆

大
島
で
大
規
模
土
石
流
が
発
生
し
死
者
３５
人
行
方

不
明
４
人
の
大
惨
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
透
析
患

者
で
は
、
１
人
死
亡
し
、
多
く
の
患
者
が
都
内
に

避
難
し
透
析
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
２
月
２２
日
に

東
腎
協
災
害
対
策
委
員
長
の
戸
倉
振
一
副
会
長
と

岸
里
悟
事
務
局
長
、
全
腎
協
の
小
野
誠
副
会
長
が

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
（
平
成
２７
年
）
６
月
１４
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
腎
協
第
１0
回
総
会
に
お
い
て
会
員
減
少
対
策

や
財
務
体
質
の
強
化
、
医
療
福
祉
の
向
上
な
ど
を

目
的
と
し
「
東
腎
協
中
期
事
業
計
画
案
」（
期
間
、

２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
７
年
）
を
提
案
し
組
織

強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
（
平
成
２８
年
）
６
月
１２
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
腎
協
第
１１
回
総
会
を
開
催
し
、
藤
田
に
代
わ

り
梅
原
秀
孝
が
第
１２
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
３
月
７
日
、
公
立

福
生
病
院
（
東
京
都
福
生
市
）
に
お
い
て
２
０
１

８
年
（
平
成
３０
年
）
８
月
１６
日
人
工
透
析
を
継
続

か
中
止
か
医
師
よ
り
選
択
肢
を
示
さ
れ
た
患
者

が
、
透
析
を
中
止
す
る
こ
と
を
選
択
し
死
亡
し
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
収
集
等
を
行
い
ま
し
た
が
不
明
な
点
も
多

く
、
全
腎
協
よ
り
公
立
福
生
病
院
に
対
し
経
過
等

の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
４
月
８
日
全
腎
協
事
務

局
で
全
腎
協
か
ら
高
野
顧
問
弁
護
士
と
金
子
常
務

理
事
、東
腎
協
か
ら
は
板
橋
事
務
局
長
が
出
席
し
、

公
立
福
生
病
院
顧
問
弁
護
士
（
２
名
）
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
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２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
６
月
９
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
腎
協
第
１４
回
総
会
を
開
催
し
、
梅
原
に
代
わ

り
戸
倉
振
一
が
第
１２
代
会
長
に
就
任
し
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）４
月
１７
日
、（
一
社
）

日
本
透
析
医
学
会
よ
り
「
透
析
の
開
始
と
継
続
に

関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
透
析
患
者
が
高
齢
化
す
る

中
で
、
患
者
会
で
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

や
「
事
前
指
示
書
」
を
中
心
に
透
析
患
者
の
終
末

期
医
療
に
つ
い
て
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
提
言
は
法
的
な
拘
束
は
な
い
も
の

の
「
透
析
の
見
合
わ
せ
に
関
す
る
確
認
」、「
透
析

の
見
合
わ
せ
に
関
す
る
撤
回
書
」
等
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
お
り
、
公
立
福
生
病
院
の
患
者
の
死
亡

も
併
せ
、
人
工
透
析
を
受
け
る
当
事
者
の
「
新
た

な
判
断
」
に
つ
い
て
勉
強
会
や
意
見
交
換
な
ど
継

続
し
た
議
論
が
必
要
で
す
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）年
頭
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
拡
大
に
入
り
基
礎
疾

患
の
あ
る
透
析
患
者
に
は
脅
威
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
感
染
し
た
透
析
患
者
の
受
け
入
れ
施
設
や
透

析
治
療
の
確
保
に
取
り
組
み
、
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
に
「
人
工
透
析
患
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。

一
方
、
感
染
症
予
防
の
た
め
行
動
制
限
で
、
従

来
型
の
患
者
会
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
、
Ｗ
ｅ

ｂ
を
利
用
し
た
三
役
会
、
理
事
会
な
ど
の
実
施
な

ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
対
応
に
迫

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に

最
後
に

東
腎
協
結
成
か
ら
５0
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
昔
を
知
る
多
く
の
仲
間
・
語
り
部
が
亡

く
な
り
、
保
存
し
て
あ
る
資
料
だ
け
で
は
不
明
な

個
所
も
多
々
あ
り
、
今
後
こ
の
活
動
を
ど
の
よ
う

に
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。ま
た
、

診
療
報
酬
や
医
療
保
険
制
度
な
ど
の
変
遷
の
他
、

多
く
の
事
柄
が
紙
面
の
都
合
で
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

半
世
紀
が
経
過
し
取
り
巻
く
療
養
環
境
や
人
工

透
析
を
受
け
る
患
者
構
成
が
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
患
者
会
活
動
は
、
患
者
の
高
齢
化
や
長
期
透

析
に
よ
る
合
併
症
な
ど
で
活
動
が
停
滞
し
、
組
織

体
制
の
弱
体
化
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
行
政
、

医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
、
患
者
・
家
族
な
ど
が

連
携
し
た
多
職
種
連
携
に
つ
い
て
の
議
論
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

透
析
治
療
に
つ
い
て
も
、
先
人
の
命
を
か
け
た

活
動
に
よ
り
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が

必
要
な
時
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
」
環
境
が
出
来

ま
し
た
が
、
新
た
に
終
末
期
医
療
や
透
析
の
中
止

な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
大
き
な
課
題
で
す
が
、
先
人
が
過

去
乗
り
越
え
て
き
た
よ
う
に
役
員
・
会
員
が
団
結

し
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
患
者
一
人
ひ
と
り

が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

最
後
に
、
元
東
腎
協
会
長
の
糸
賀
久
夫
さ
ん
と

元
監
事
の
篠
原
栄
一
さ
ん
が
全
腎
協
結
成
５0
周
年

記
念
祝
賀
会
で
長
期
透
析
者
（
５0
年
）
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
保
険

労
務
士
、
税
理
士
の
専
門
の
立
場
か
ら
東
腎
協
の

活
動
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
療
養
に
専
念
い
た
だ
き
、
透
析
患
者
の
目
標

・
希
望
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
い
東
腎

協
の
活
動
５0
年
間
の
ま
と
め
と
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
１0
月
１８
日
、

糸
賀
久
夫
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

糸
賀
さ
ん
は
透
析
生
活
５0
年
を
迎
え
、
そ

の
年
月
を
東
腎
協
と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
年
の
東
腎
協
へ
の
ご
功
績
に
感

謝
申
し
上
げ
、
東
腎
協
役
員
・
会
員
一
同
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
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こ
の
こ
の
１０１０
年
の
主
な
活
動
報
告

年
の
主
な
活
動
報
告
２
０
１
３

２
０
１
３
年
～
年
～
２
０
２
２

２
０
２
２
年
ま
で

年
ま
で

（
１
）
は
じ
め
に

（
１
）
は
じ
め
に

２
０
２
０
年
１
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
日
本
を
は
じ
め
世
界
中
で
蔓
延
拡
大
し
、

３
年
を
経
過
し
、
２
類
か
ら
５
類
へ
の
移
行
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
透
析
患
者
、
基
礎

疾
患
の
患
者
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。

こ
の
間
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会（
東

腎
協
・
以
下
略
）
活
動
、
患
者
会
活
動
、
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
の
ほ
と
ん
ど
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
患
者
会
役
員
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
２
０
２

１
年
末
に
は
会
員
数
は
２
０
０
０
名
を
切
る
と
い

う
厳
し
い
組
織
状
況
の
中
で
、
東
腎
協
創
立
５0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢
（
表
１
）

（
２
）
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢
（
表
１
）

２
０
２
１
年
末
の
慢
性
透
析
患
者
数
は
3４
万
９

７
０
０
人
（
日
本
透
析
医
学
会
資
料
・
以
下
同
）

で
、
２
０
１
２
年
か
ら
３
万
９
６
９
３
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
新
規
導
入
患
者
は
４
万
５
１
１
人
と

毎
年
ほ
ぼ
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
透
析

患
者
の
平
均
年
齢
は
６９
・
６７
歳
（
２
０
１
２
年
比

２
・
８５
歳
増
）、
新
規
導
入
患
者
は
７0
・
９
歳
（
同

２
・
４５
歳
増
）
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

東
京
の
透
析
患
者
数
は
２
０
２
１
年
末
で
は
３

万
３
５
８
４
人
で
全
国
透
析
患
者
の
ほ
ぼ
１
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
東
腎
協
の
患
者
会
（
表
２
）

（
３
）
東
腎
協
の
患
者
会
（
表
２
）

東
腎
協
の
会
員
数
は
２
０
０
３
年
の
約
７
０
０

０
名
強
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
２
０
２
１
年
度

末
会
員
数
は
１
８
２
５
名
と
な
り
、
会
員
減
少
の

動
向
は
今
後
と
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
主

な
要
因
は
、
透
析
患
者
全
体
の
高
齢
化
に
よ
り
患

者
会
役
員
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、
新

規
導
入
患
者
も
高
齢
化
し
て
患
者
会
へ
の
期
待
や

要
求
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
２
０

２
０
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
で

患
者
会
活
動
が
制
限
さ
れ
、
一
層
会
員
減
少
に
拍

2021年2020年2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年

（表１）過去10年の慢性透析患者の推移（日本透析医学会資料）
慢性透析患者数 新規導入患者数

患者平均年齢
新規導入患者平均年齢

66.82
68.45

67.21
68.67

67.54
69.04

67.86
69.2

68.43
69.68

68.25
69.4

68.75
69.99

69.09
70.42

69.4
70.88

69.7
70.9

310,007

38,055

314,438

38,095

320,448

38,327

324,986

39,462

329,609

39,344

334,505

40,959

339,841

40,468

344,640

40,855

347,671 349,700

40,744 40,511
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車
を
か
け
ま
し
た
。

全
腎
協
・
東
腎
協
の
５0
年
の
闘
い
で
、
透
析
医

療
環
境
は
目
を
見
張
る
進
歩
を
遂
げ
、
全
腎
協
結

成
時
の
「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
」

の
理
念
が
、
今
日
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
り

患
者
会
の
存
在
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
要
因
で
す
。
し
か
し
、
今
日
の
透
析
医
療
費
や

医
療
環
境
が
あ
る
程
度
守
ら
れ
て
き
て
い
る
の

は
、
厚
労
省
や
東
京
都
に
全
腎
協
や
東
腎
協
が
毎

年
要
望
書
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
啓
蒙
活

動
、
臓
器
移
植
推
進
普
及
活
動
、
災
害
時
に
お
け

る
透
析
患
者
の
災
害
対
策
な
ど
社
会
貢
献
活
動
を

継
続
し
て
来
て
い
る
こ
と
の
成
果
で
す
。
今
後
と

も
患
者
会
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
０
２
２
年
３
月
に
、
東
京
都
透
析
医
会
会
長

安
藤
亮
一
先
生
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委

員
長
花
房
規
男
先
生
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
酒
井
謙
先
生
、

菊
地
勘
先
生
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
理
事
長

要
伸
也
先
生
連
名
の
推
薦
文
を
同
封
し
た
、
東
腎

協
会
長
名
で
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
機
関
誌
・

入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
常
備
の
お
願
い
」
の
文
書
を

約
２
０
０
の
会
員
施
設
（
東
腎
協
患
者
会
の
あ
る

６８
施
設
を
除
く
）
へ
郵
送
し
ま
し
た
。
東
京
都
の

透
析
施
設
（
約
４
０
０
施
設
）
の
多
く
に
、
東
腎

協
機
関
誌
、
入
会
パ
ン
フ
等
が
常
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に
東
腎
協
、
全
腎

協
を
知
っ
て
も
ら
い
将
来
的
な
会
員
増
加
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
高
齢
化
は
今
後
も
さ
ら
に
進
み
ま

す
。
患
者
会
へ
の
入
会
呼
び
か
け
や
患
者
会
の
運

営
な
ど
に
、
透
析
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
４
）
東
京
の
透
析
医
療
費
の
推
移

（
４
）
東
京
の
透
析
医
療
費
の
推
移

東
腎
協
は
毎
年
東
京
都
に
「
各
種
医
療
費
助
成

制
度
（
マ
ル
障
・
マ
ル
都
）」
の
堅
持
継
続
を
要

請
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
透
析
患
者
へ
の
「
難

病
医
療
費
等
助
成
制
度
（
マ
ル
都
）」
と
し
て
月

額
１
万
円
を
限
度
に
助
成
し
て
い
ま
す
が
、「
心

身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）」

「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
制
度
」
の
新
規
導
入
患

者
の
適
用
は
６５
歳
未
満
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
９
月
の
福
祉
施
策
の
改
正
で
、
６５

歳
以
上
で
の
透
析
導
入
者
は「
後
期
高
齢
者
制
度
」

に
加
入
で
き
医
療
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
理

由
で
対
象
外
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
２
３

年
度
か
ら
一
定
所
得
以
上
は
１
割
負
担
か
ら
２
割

負
担
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
負
担
割
合

が
増
え
る
こ
と
で
自
治
体
の
財
政
負
担
増
が
予
想

さ
れ
、
公
費
負
担
医
療
制
度
の
後
退
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

同
じ
病
室
で
、
隣
の
患
者
さ
ん
と
６５
歳
を
理
由

に
し
て
医
療
費
（
マ
ル
障
・
非
課
税
者
医
療
費
無

料
）、
福
祉
手
当
（
毎
月
１
万
５
５
０
０
円
・
同
）

の
違
い
が
あ
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
透
析
導
入
患
者
の
平
均
年
齢
が
７0
歳
を
超
え

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2022年2021年2020年2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年 0

20

40

60

80

100

120
（表2）過去10年の会員推移

期末会員数 患者会数

期
末
会
員
数（
人
）

患
者
会
数（
人
）
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て
い
る
現
実
か
ら
、
６５
歳
以
上
で
も
対
象
に
し
て

ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
見

直
し
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
５
）
全
腎
協
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
５
）
全
腎
協
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

一
般
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議
会
（
全
腎
協

・
以
下
略
）
は
１
９
７
１
年
６
月
、
安
心
し
て
人

工
透
析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
４
点
の
当
面
す
る
緊

急
目
標
（
①
透
析
医
療
費
の
全
額
国
庫
負
担
、
②

透
析
患
者
を
身
体
障
害
者
に
、
③
長
期
療
養
者
の

治
療
の
保
障
、
④
全
国
各
地
に
腎
セ
ン
タ
ー
の
設

置
）
を
掲
げ
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
東
腎
協
は
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
山

梨
、
栃
木
、
茨
城
、
群
馬
、
長
野
）
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
全
腎
協
理
事
（
定
数
２0

名
）の
う
ち
４
名
が
関
東
ブ
ロ
ッ
ク（
東
京
２
名
）

か
ら
選
出
さ
れ
、
全
国
最
大
の
会
員
数
を
抱
え
る

ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
一
泊
で
の
会
議
が
年
１

回
、
日
帰
り
の
会
議
が
年
１
回
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
、
２
０
２
０
年
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ

た
リ
モ
ー
ト
会
議
を
年
間
５
回
開
催
し
コ
ロ
ナ
対

策
や
各
都
県
の
活
動
報
告
、
経
験
交
流
、
学
習
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
６
）

（
６
）��

他
団
体
と
の
連
携

他
団
体
と
の
連
携��

（
東
難
連
、腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
な
ど
）

（
東
難
連
、腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
な
ど
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
難
病
団
体
連
合
会
（
東
難
連

・
以
下
略
）
は
、
１
９
７
２
年
東
腎
協
を
は
じ
め

１２
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
２
０
２
２
年
に
設
立
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
東
腎
協
は
設
立
時
か
ら
会

長
、
副
会
長
、
理
事
長
を
務
め
、
２
０
１
８
年
か

ら
２
０
２
２
年
１
月
ま
で
は
東
腎
協
副
会
長
の
榊

原
靖
夫
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
は
「
難
病
患
者
実
態
調
査
報
告

書
」や「
難
病
対
策
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
」

な
ど
を
国
や
東
京
都
に
提
出
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
定
時
総
会
で
は
、
東
京
都
ピ
ア
相

談
室
事
業
だ
け
で
な
く
、
難
病
相
談
会
や
講
演
会

等
の
東
難
連
事
業
を
推
進
し
、
東
京
で
の
難
病
団

体
活
動
だ
け
で
な
く
全
国
に
新
し
い
情
報
発
信
を

し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
は
２
０
０
１

年
に
設
立
さ
れ
、
松
村
満
美
子
理
事
長
の
も
と
腎

臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
東
腎
協
主
催
・
東
京
都
共
催
の
「
腎
臓
病
を

考
え
る
都
民
の
集
い
」
で
は
２
０
１
３
年
ま
で
企

画
・
司
会
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
７
）

（
７
）��

東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
課
、

東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
課
、

東
京
都
透
析
医
会
、
三
多
摩
腎
疾

東
京
都
透
析
医
会
、
三
多
摩
腎
疾

患
対
策
治
療
医
会
、
東
京
都
臨
床

患
対
策
治
療
医
会
、
東
京
都
臨
床

工
学
技
師
会
な
ど
と
の
連
携

工
学
技
師
会
な
ど
と
の
連
携

２
０
１
８
年
１
月
、
東
京
都
透
析
医
会
は
日
本

透
析
医
会
の
４0
番
目
の
都
道
府
県
単
位
の
支
部
と

し
て
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
目
的
は　

①

透
析
療
法
の
向
上
発
展　

②
透
析
患
者
の
災
害
対

策
で
す
。
と
り
わ
け
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対

策
委
員
会
で
は
、
緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ�

Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）

を
運
用
・
拡
充
し
て
い
ま
す
。

東
腎
協
は
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

に
戸
倉
会
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
、
２
０
１
９

年
３
月
に
は
「
東
京
都
２3
区
区
民
公
開
講
座
～
震

災
に
備
え
て
～
」
が
、
①
東
京
都
区
部
災
害
時
透

析
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
三
多
摩
腎
疾
患
対
策
治
療
医

会
、東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
の
連
携
に
つ
い
て
、

②
熊
本
地
震
の
報
告
～
そ
の
時
透
析
施
設
は
？
と

い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
２
０
１
９
年
１0
月
に
開
催
さ
れ
た
東
腎

協
第
９
回
大
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
時

に
お
け
る
透
析
治
療
を
ど
う
確
保
す
る
か
」
で
東

京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
課
、
東
京
都
透
析
医
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会
、
三
多
摩
腎
疾
患
対
策
治
療
医
会
、
東
京
都
臨

床
工
学
技
士
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
対
策
で
は

日
本
透
析
医
会
・
日
本
透
析
医
学
会
・
日
本
腎
臓

学
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
合
同
委

員
長
の
菊
池
勘
先
生
を
中
心
に
「
Ｗ
ｅ
ｂ
市
民
公

開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
で
感
染
対
策
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
頂
き

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
５
月
に
改
訂
さ
れ
た
東
京
都
福
祉

保
健
局
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
で
は
、
全
区
市
町
村
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
透
析
施
設
災
害
担
当
者
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
２
年
３
月
に
は
透
析
患
者
を
対
象

と
し
た
「
改
訂
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
演
会
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

が
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会
主
催
、
東

京
都
、
東
腎
協
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
）
東
腎
協

（
８
）
東
腎
協
１０１０
年
間
の
主
な
活
動

年
間
の
主
な
活
動

【
社
会
貢
献
事
業
】

○
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１
９
９
７
年
に
「
臓
器
移
植
法
」
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
今
年
で
２5
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
臓

器
移
植
の
現
状
は
、
２
０
１
９
年
臓
器
提
供
が
１

２
５
例
、
臓
器
移
植
総
数
は
４
８
０
例
で
２
０
１

２
年
（
臓
器
提
供
１
１
０
例
、
臓
器
移
植
総
数
３

０
３
例
）
に
比
べ
微
増
で
す
が
、
諸
外
国
に
比
べ

遥
か
に
少
な
い
状
況
で
す
（
１
位
ス
ペ
イ
ン
４９
例

／
１
０
０
万
人
、日
本
０
・
９９
例
／
１
０
０
万
人
）。

さ
ら
に
２
０
２
０
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
臓
器
提
供
７７
例
、
臓
器
移
植

数
２
１
８
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

世
界
腎
臓
デ
ー
（
１0
月
）
に
上
野
恩
賜
公
園
（
２

０
１
２
～
１９
年
）、
井
の
頭
恩
賜
公
園
（
２
０
１

５
～
１７
年
）
で
東
腎
協
主
催
・
東
京
都
共
催
で
開

催
さ
れ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ

ー
ド
や
全
腎
協
の
名
入
り
風
船
な
ど
を
配
布
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
八
王
子
市
、
葛
飾
区
、
江
戸
川

区
、
板
橋
区
、
江
東
区
で
地
域
腎
友
会
を
中
心
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０

１
６
年
か
ら
は
東
京
医
大
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
師
、
看
護
師
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
、
健
康
相

談
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
シ
ー
ト
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
２
２
年
１0
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
井

の
頭
恩
賜
公
園
で
東
京
都
共
催
、
東
京
医
科
大
八

王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー

ド
」
は
２
０
１
８
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

リ
ボ
ン
推
進
協
会
（
全
腎
協
、
東
腎
協
、
心
臓
病

の
子
供
を
守
る
会
、
日
本
移
植
者
協
議
会
、
胆
道

閉
鎖
症
の
子
供
を
守
る
会
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ク
ラ

ブ
）
の
主
催
、
厚
労
省
、
東
京
都
、
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
移
植
学
会
の
後
援
で
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
青
山
学
院
大
学
学
友
会
吹
奏
楽

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
協
力
で
日
比
谷
公
園
→

中
央
区
銀
座
→
八
重
洲
鍜
治
橋
跡
ま
で
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
中
止
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
２
０
２
２
年
１0
月
に
３
年
ぶ
り

に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
国
会
請
願
署
名
活
動
（
別
表
３
）

全
腎
協
主
催
の
「
国
会
請
願
署
名
」
は
毎
年
取

り
組
ま
れ
、
２
０
２
２
年
に
は
第
5２
次
を
迎
え
ま

し
た
。

腎
臓
病
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
安
心
し
て
透
析
を
受

け
ら
れ
る
社
会
の
維
持
、
高
齢
化
対
策
、
災
害
対

策
、
臓
器
移
植
の
普
及
推
進
な
ど
を
目
指
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
の
高
齢
化

等
で
署
名
活
動
が
で
き
ず
に
年
々
署
名
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

国
会
請
願
の
課
題
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
「
国
会
請
願

署
名
」
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
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重
要
な
活
動
で
す
。

○
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
（
別
表
４
）

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
の
早
期
発
見
、
予
防

啓
発
は
東
腎
協
の
活
動
の
柱
で
す
。「
腎
臓
病
を

考
え
る
都
民
の
集
い
」は
１
９
８
７
年
に
東
京
都
、

東
京
都
医
師
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
２
０
１
９

年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
、２２
年
に
は

無
観
客
で
開
催
、
録
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
東
腎

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
ま
し
た
。

【
透
析
患
者
の
権
利
を
守
る
活
動
】

○
東
京
都
予
算
要
請
・
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
腎
協
は
毎
年
東
京
都
に「
翌
年
度
予
算
要
請
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
一
疾
病
患
者
団
体
で
正
式

に
要
請
・
回
答
し
て
い
る
の
は
東
腎
協
だ
け
で
す
。

要
請
項
目
は
９
の
大
項
目
と
１６
の
小
項
目
が
あ

り
ま
す
（
２
０
２
２
年
度
）。

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の
堅
持
継
続
に
つ

い
て

要
請
事
項
①　

�

医
療
費
助
成
制
度
の
堅
持
継
続
を

し
て
下
さ
い
。

要
請
項
目
②　

�

新
規
６５
歳
以
上
の
障
害
者
も
対
象

に
し
て
下
さ
い
。

２
．
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

要
請
項
目
③　

�
要
介
護
者
の
公
費
に
よ
る
移
送
助

成
を
し
て
下
さ
い
。

要
請
項
目
④　

�

透
析
患
者
が
入
居
可
能
な
介
護
施

設
を
増
や
す
施
策
を
さ
ら
に
推
進

し
て
く
だ
さ
い
。

要
請
項
目
⑤　

�

透
析
が
可
能
な
療
養
病
床
を
増
や

し
て
下
さ
い
。

要
請
項
目
⑥　

�

腎
臓
病
患
者
介
護
に
関
す
る
研
修

の
強
化
を
し
て
下
さ
い
。

３
．
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）へ
の
取
組
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑦　

�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
推
進
を
し
て
下
さ

い
。

要
請
項
目
⑧　

�

「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

の
支
援
強
化
を
し
て
下
さ
い
。

４
．�

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑨　

�

人
工
透
析
可
能
な
救
急
医
療
体
制

を
さ
ら
に
強
化
し
て
下
さ
い
。

５
．�

透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

要
望
項
目
⑩　

�

透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て
行
政

指
導
を
強
化
し
て
下
さ
い

要
請
項
目
⑪　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
推
進
し
て
下
さ
い
。

６
．
患
者
中
心
の
透
析
医
療
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑫　

�

患
者
中
心
の
透
析
医
療
を
推
進
し

て
下
さ
い
。

要
請
項
目
⑬　

�

大
災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す

る
た
め
、
区
市
町
村
、
医
療
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
て
下
さ
い
。

７
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

要
望
項
目
⑭　

�

再
生
医
療
の
研
究
を
推
進
し
て
下

さ
い
。

要
望
項
目
⑮　

�

「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

共
催
を
継
続
し
て
下
さ
い
。

８
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

（表３）全国腎臓病協議会国会請願署名一覧
請願日 全国署名数（筆） 東腎協（筆） 結　　果

第４２次　２013/3/２1 ９0８，７２２ 1９，７２７ 衆議院：採択
参議院：審査未了

第４3次　２01４/3/２0 ７3７，２２９ 1６，８２２ 衆参両院：採択
第４４次　２015/3/1９ ７0４，51４ 1４，８15 衆参両院：採択
第４5次　２01６/3/1７ ６33，33２ 1４，７７5 衆参両院：採択
第４６次　２01７/3/1６ 5７２，４5６ 1７，0７４ 衆参両院：採択
第４７次　２01８/3/15 53９，1２４ 13，８７3 衆参両院：採択
第４８次　２01９/3/1４ 5２5，４00 10，９７1 衆参両院：採択
第４９次　２0２0/3/1９ 535，９5２ 10，７53 衆参両院：採択

第50次　２0２1/3/1８ ４1９，13７  ７，２50 衆議院：採択
参議院：審査未了

第51次　２0２２/3/1６ 350，７3２  5，７53 衆参両院：採択
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（表４）腎臓病を考える都民の集い（２01２年 ~２0２２年）
日時・会場 タイトル

第２3回　２01２/3/11
大森東急イン　101人

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）保存期から腎代替療法まで」
聖路加国際病院腎臓内科　ヒース・金城　雪
講演（Ⅱ）「慢性腎臓病（CKD）保存期の食事療法・災害時の食事管理」
杏林大学医学部付属病院　栗山　絹世

第２４回　２01２/3/11
東京都庁第一
本庁舎5階
　大会議場

講演（Ⅰ）「CKD（慢性腎臓病）ステージと食事療法について」
東京慈恵会医科大学附属病院　栄養課　湯浅　愛
講演（Ⅱ）「知ってください ! 慢性腎臓病（CKD）~早期発見から再生医療まで」
東京慈恵会医科大学附属病院　腎臓高血圧内科　横尾　隆

第２5回　２01４/3/1６
都民ホール　1９5人

講演（Ⅰ）「CKD（慢性腎臓病）について詳しくなろうー腎臓をまもるために」
東京医科大学病院　腎臓内科　菅野　義彦
講演（Ⅱ）「CKD（慢性腎臓病）の食事療法~今すぐできる食事の工夫~」
女子栄養大学　坂本　香織

第２６回　２015/3/15
都民ホール　９６人

講演（Ⅰ）「腎臓病の予後改善を目指して」
昭和大学医学部　秋澤　忠男
講演（Ⅱ）「慢性腎臓病予防のための食生活改善十訓」
川崎医科大学附属病院　市川　和子

第２７回　２01６/3/13
東京都庁

第一本庁舎5階
大会議場

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）の進行を防ごう」
河北総合病院透析センター長　篠田　俊雄
講演（Ⅱ）「今日から実践、慢性腎臓病を予防し元気で長生きするための食事」
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター　湯浅　愛

第２８回　２01７/3/1２
東京都庁

第一本庁舎5階
大会議場

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）の進行を防ごう」
武蔵野徳洲会病院　鈴木　洋通
講演（Ⅱ）「元気で楽しく笑顔で過ごすための慢性腎臓病予防の食事」
武蔵野徳洲会病院　伊東　郁子

第２９回　２01８/3/11
東京都庁

第一本庁舎5階
大会議室

講演（Ⅰ）「CKD（慢性腎臓病）について詳しくなろう」
東京医科大学　菅野　義彦
講演（Ⅱ）「CKD（慢性腎臓病）の食事療法」
女子栄養大学　坂本　香織

第30回　２01９/２/10
都民ホール　110人

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）を良く知ろう~腎臓を守るために」
武蔵野赤十字病院　安藤　亮一
講演（Ⅱ）「今日から実践 !~腎臓を守る食事療法のコツ~」
武蔵野赤十字病院　原　純也

第31回　２0２0/3/15
（中止）

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）を良く知ろう~腎臓を守るために~」
東京慈恵会医科大学附属病院　腎臓・高血圧内科　福井　亮
講演（Ⅱ）「今日から実践 !~腎臓を守る食事療法のコツ~」
東京慈恵会医科大学附属病院　栄養部　赤石　定典

第3２回（録画配信）
２0２1/1/２４

東京都障害者福祉会館
11人（無観客）

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）を良く知ろう~腎臓を守るために~」
東京慈恵会医科大学附属病院　腎臓・高血圧内科　福井　亮
講演（Ⅱ）「今日から実践 !~腎臓を守る食事療法のコツ~」
東京慈恵会医科大学附属病院　栄養部　赤石　定典

第33回（録画配信）
２0２２/3/２0

都民ホール　10人

講演（Ⅰ）「慢性腎臓病（CKD）を良く知ろう~腎臓を守るために~」
杏林大学腎臓・リュウマチ・膠原病内科　要　伸也
講演（Ⅱ）「今日から実践 !~腎臓を守る食事療法のコツ~」
杏林大学附属病院栄養部　中村　未生
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要
望
項
目
⑯　

�

内
部
障
害
者
の
雇
用
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
下
さ
い
。

＊
こ
れ
ら
の
「
予
算
要
請
」
回
答
を
よ
り
確
か
な

も
の
と
す
る
た
め
、
毎
年
東
京
都
議
会
の
主
な
政

党
議
員
団
の
皆
様
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。２
０
２
２
年
度
は
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
、
都
議
会
公

明
党
、
日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団
、
都
議

会
立
憲
民
主
党
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
私
た
ち

の
要
望
を
ご
理
解
い
た
だ
き
推
進
・
ご
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

○
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

透
析
医
療
技
術
の
向
上
は
目
覚
ま
し
く
、
そ
の

技
術
水
準
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
透
析
の
長
期
化
、

高
齢
化
に
よ
り
身
体
機
能
の
低
下
、
日
常
生
活
に

介
助
を
要
す
る
透
析
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
近
年
、「
腎

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
観
念
が
提
唱

さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
療
法
、
食
事
療
法
と
水
分

管
理
、
薬
物
療
法
、
精
神
、
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
、長
期
に
わ
た
っ
て
包
括
的
に
行
う
も
の
で
、

透
析
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
、
透

析
導
入
予
防
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
東

腎
協
は
積
極
的
に
普
及
・
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
広
報
活
動
・
情
報
発
信
・
共
有

人
工
透
析
患
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
東
腎
協
役

員
（
理
事
・
定
数
２0
人
）
の
候
補
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
割
は
会
員
減
少
に
伴
い
２
０
２

２
年
度
か
ら
２3
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
に

改
編
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
正
会
員
、個
人
会
員
の
交
流
会
、

学
習
会
な
ど
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

患
者
会
活
動
の
要
で
あ
る
機
関
誌
「
と
う
じ
ん

き
ょ
う
」は
年
４
回
発
行
を
堅
持
し
て
き
ま
し
た
。

会
報
の
内
容
の
充
実
、
読
み
や
す
さ
等
も
努
力
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
発
信
を
強
化

す
る
と
と
も
に
今
後
と
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

○
東
腎
協
大
会
（
別
表
５
）

東
腎
協
会
員
全
体
の
交
流
・
学
習
の
場
で
あ
る

東
腎
協
大
会
は
、
第
３
回
（
２
０
１
３
年
）
か
ら

第
１0
回
（
２
０
２
２
年
）
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
２
年
間
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
２
０
２
２
年
１0
月
30
日
に
東
腎
協
創
立
５0

周
年
記
念
大
会（
第
１0
回
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（表５）東腎協大会（２013年～２0２２年）
日時・会場 タイトル

第３回
２013．６．13（日）
戸山サンライズ

Ⅰ「透析と心臓（循環器）」
日大附属駿河台病院循環器内科　鈴木　康之
Ⅱ「透析患者の運動について」
江戸川病院メディカルクリニック
篠崎駅西口センター長　新城　孝道

第４回
２01４．７．６（日）
大森東急イン

笑いと健康～プラス思考で医療を考えよう
関東医療クリニック院長　松本　光正

第５回
２015．７．1９（日）
アルカディア市谷

Ⅰ「透析患者のリハビリ運動療法」
嬉泉病院透析センター看護師長　浮谷　章子
Ⅱ「透析患者に役立つ運動について」
嬉泉病院透析センターリハビリテーション科
臼井　直人

第６回
２01６．９．11（日）
タワーホール船堀

CKD分子栄養療法と運動で認知症・介護予防
メディカルプラザ市川駅院長　佐中　孜

第７回
２01７．９．10（日）
主婦会館プラザエフ

首都直下型地震に備えるために
「巨大災害を経験した被災地からの報告」
福島県腎臓病患者連絡協議会
熊本県腎臓病患者連絡協議会
NPO兵庫県腎友会

第８回
01８．６．3（日）

東京都障害者福祉会館

近未来の透析療法～人工腎臓器開発の現在・
未来～
東京医科大学病院主任教授　菅野　義彦

第９回
２01９．９．15（日）
主婦会館プラザエフ

シンポジウム「災害時の透析医療をどう確保
するか」
東京都透析医会災害対策委員会担当幹事
菊池　勘
三多摩腎疾患治療医会災害対策委員長　
尾田　高志
東京都臨床工学技士会災害対策委員長　
岡本　裕美
東京都福祉保健局疾病対策課長　
鈴木　裕子

第10回
２0２２．10．30（日）
主婦会館プラザエフ

腎臓再生医療の現状と展望
東京慈恵会医科大学腎臓高血圧内科主任教授
横尾　隆
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1９80（S55） 1９７９（S5４） 年　度 1９７8（S53） 1９７７（S5２） 1９７６（S51） 1９７5（S50） 1９７２（S４７） 年　度

宝生　和男 宝生　和男 会　長 宝生　和男 宝生　和男 石坂　一男 石坂　一男 寺田　修治 会　長

泉山　知威
一ノ清　明

泉山　知威
一ノ清　明 副会長

一ノ清　明
平沢　三吾

一ノ清　明
平沢　三吾

一ノ清　明
平沢　三吾

泉山　知威
小林　猛史

小林　猛史
副会長

石川　勇吉 平沢　三吾 事務局長 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 堀江紀久雄 堀江紀久雄 事務局長

加藤　　茂
山崎　雅和

加藤　　茂
山崎　雅和 事務局次長

糸賀　久夫
加藤　　茂
高橋勇二郎

糸賀　久夫
加藤　　茂
坂口　幸治

加藤　　茂
中島　良明
吉田　修吾

加藤　　茂
山本　　豊
吉田　修吾

山本　　豊
吉田　修吾 事務局次長

山北　貴義 石川　勇吉 会　計 井田　弘之 井田　弘之 井田　弘之 伊藤　喜良 加藤　　茂 会　計

井田　弘之
髙橋　輝義

草間　和男
徳永　雄二 会計監査

武富　正治
平谷　良治

田中　克人
堀江紀久雄

郷州　七蔵
三浦　礼子

大智　義文
伊藤　　勲

田中　克人
石坂　一男 会計監査

秋山　順子
池井　　弘
糸賀　久夫
川崎　隆利
川下　俊之
木村　尙夫
窪田　一恵
小泉　佐内
小林　孟史
髙橋勇二郎
中村美枝子
平沢　三吾
笛　　智子
矢沢　輝之
渡辺多加代

池井　　弘
糸賀　久夫
小林　孟史
川崎　隆利
高橋勇二郎
山北　貴義

常任幹事

池井　　弘
川崎　隆利
田中　克人
堀内　達雄
山崎　雅和

小川　政夫
小泉　佐内
髙橋勇二郎
谷　　頼孝
月田　修次
堀内　達雄
山崎　雅和
吉田　修吾

糸賀　久夫
入口　成子
上野　信幸
岡本　　暁
髙橋勇二郎
月田　修次
永井　知直
永野　孟夫
原　　　一
堀江紀久雄
宝生　和男
山崎　雅和
堀内　達雄
田中　克人
中村美枝子

阿部　光美
生間　正幸
井田　弘之
一ノ清　明
糸賀　久夫
上野　信幸
牛岡　　貢
小川　浩司
佐藤　征二
佐藤　清次
原　建治良
平沢　三吾
堀内　達雄
山田　　誠
石原　重幸

大智　義之
筑土　隆男
伊藤　喜良
牧　　清美
岡本　　暁
平沢　三吾

幹　事

小川　忠光
相談役

小川　忠光
小林　孟史

小川　忠光
小林　孟史

小川　忠光
小林　孟史

小川　忠光 小川　忠光
顧　問

東 腎 協 歴 代 役 員
（敬称略・順不同）
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

1９88（S６3） 1９8７（S６２） 1９8６（S６1） 1９85（S６0） 1９8４（S5９） 1９83（S58） 1９8２（S5７） 1９81（S5６） 年　度

石川　勇吉 石川　勇吉 石川　勇吉 宝生　和男 宝生　和男 宝生　和男 宝生　和男 宝生　和男 会　長

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
平沢　三吾
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
平沢　三吾
柳　　光夫

一ノ清　明
高橋勇二郎
平沢　三吾
柳　　光夫

泉山　知威
一ノ清　明
高橋勇二郎
平沢　三吾
柳　　光夫

泉山　知威
一ノ清　明
高橋勇二郎
平沢　三吾

泉山　知威
一ノ清　明
髙橋勇二郎
平沢　三吾

一ノ清　明
泉山　知威
平沢　三吾

泉山　知威
一ノ清　明
髙橋勇二郎
平沢　三吾

副会長

森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 石川　勇吉 石川　勇吉 事務局長

加藤　　茂
草間　和男
竹田　文夫

加藤　　茂
草間　和男
竹田　文夫

加藤　　茂
草間　和男
竹田　文夫

加藤　　茂 加藤　　茂 加藤　　茂 加藤　　茂
山下　俊之

加藤　　茂
山下　俊之 事務局次長

中田　青攻 中田　青攻 竹田　文夫 草間　和男 草間　和男 石川　勇吉 山北　貴義 山北　貴義 会　計

飯塚　行雄
大沢　勇三

飯塚　行雄
大沢　勇三

山田　　誠
櫻井　久男

櫻井　久男
山田　　誠

武富　正治
山田　　誠

武富　正治
山田　　誠

武富　正治
山田　　誠

武富　正治
山田　　誠 会計監査

石川　みさ
泉山　知威
岩楯　勝子
木村　妙子
桑原　能三
小泉　佐内
小林　孟史
小脇　正史
笹川　　浩
鈴木　澄雄
髙橋　政時
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正

石川　みさ
泉山　知威
市村　正樹
稲毛　秀男
井上　慶典
君塚　清江
木村　妙子
小泉　佐内
小林　孟史
小脇　正史
笹川　　浩
鈴木　澄雄
林田　洋子
山田　洋司

泉山　知威
市村　正樹
石川　みさ
糸賀　久夫
井上　慶典
川下　俊之
木村　妙子
佐久間武和
小泉　佐内
小林　和夫
林田　洋子
小林　孟史
笹川　　浩
柴田千恵子
中田　青攻
長谷川　茂
牧山　幸子
山田　洋司

阿部　博光
石川　勇吉
糸賀　久夫
榎木　幹夫
木村　妙子
小泉　佐内
小林　孟史
笹川　　浩
柴田千恵子
竹田　文夫
綱島　好治
長谷川　茂
林田　洋子
牧山　幸子
川下　俊之

石川　勇吉
小林　孟史
荒井　嘉一
石川　みさ
糸賀　久夫
岩崎　　忠
鵜沢　志郎
神沢　達行
木村　妙子
窪田　一恵
小泉　佐内
島崎　　隆
須藤　芳子
綱島　好治
林田　洋子
室川　義信
柳　　光夫

池井　　弘
糸賀　久夫
小川　康利
川下　俊之
木村　妙子
草間　和男
小泉　佐内
小林　孟史
佐藤藤次郎
林田　洋子
矢口　裕一
矢島　雅昭
柳　　光夫
和田　雄二
石川　みさ
窪田　一恵
時佐　千夫

秋山　順子
池井　　弘
石原　忠敏
糸賀　久夫
大貫　裕康
草間　和男
小泉　佐内
小林　孟史
笛　　智子
森　　義昭
矢口　裕一
矢沢　輝之
渡辺多加代

秋山　順子
池井　　弘
石原　忠敏
糸賀　久夫
大貫　裕康
草間　和男
小泉　佐内
小林　孟史
笛　　智子
森　　義昭
矢口　裕一
矢沢　輝之
渡辺多加代

常任幹事

相談役



5２

1９９６（H8） 1９９5（H7） 1９９４（H６） 1９９3（H5） 1９９２（H4） 1９９1（Ｈ３） 1９９0（H2） 1９8９（H1） 年　度

竹田　文夫 竹田　文夫 竹田　文夫 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 会　長

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
堀　　和正
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
堀　　和正
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
中田　青攻
堀　　和正
柳　　光夫

一ノ清　明
木村　妙子
高橋勇二郎
竹田　文夫
中田　青攻
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
木村　妙子
高橋勇二郎
竹田　文夫
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
木村　妙子
高橋勇二郎
竹田　文夫
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
柳　　光夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
高橋勇二郎
柳　　光夫 副会長

森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　義昭 森　　義昭 事務局長

木村　妙子 木村　妙子 草間　和男 草間　和男 石川　みさ
草間　和男

石川　みさ
草間　和男

草間　和男
竹田　文夫

草間　和男
竹田　文夫 事務局次長

井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 本間　正良 中田　青攻 中田　青攻 中田　青攻 中田　青攻 会　計

田中　省二
稲葉　年男

稲毛　秀男
田中　省二

稲毛　秀男
鈴木　和雄

飯塚　行雄
鈴木　和雄

飯塚　行雄
福本　　敦

島津　博和
福本　　敦

島津　博和
田中　克人

石川　豊彦
田中　克人 会計監査

浅岡　正義
阿部　和顕
小川　嗣雄
小田原庸吉
金子　　智
軽部　和之
川島　桂輔
北郷　信之
北爪　　勇
久保　正業
工藤　孝一
黒田　展夫
小泉　佐内
佐々木利喜栄
篠原　孝昭
清水　功一
下島　正資
鈴木　　勇
鈴木　啓市
鷹野喜久之輔
納島　慶吉
野口　能嗣
橋本　光吉
原　三代吉
森田　廣明
谷地　武廣
山田　秀行

小川　嗣雄
小田原庸吉
金子　　智
軽部　和之
川島　桂輔
北郷　信之
北爪　　勇
北原　　悟
久保　正業
工藤　孝一
小泉　佐内
佐々木利喜栄
篠原　孝昭
鈴木　　勇
東野　榮夫
原　三代吉
森田　廣明
谷地　武廣
山田　秀行
吉田　英和

岩本美津枝
金子　　智
軽部　和之
川島　桂輔
北爪　　勇
木村　妙子
久保　正業
小泉　佐内
鈴木　　勇
東野　榮夫
本間　正良
森田　廣明
山田　秀行
吉田　英和
吉本　義行

糸賀　久夫
井上　寧枝
岩本美津枝
榎本　満次
軽部　和之
金子　　智
川島　桂輔
北爪　　勇
小泉　佐内
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正
森田　広明
山田　秀行
吉田　英和
吉本　義行

井上　寧枝
岩本美津枝
榎本　満次
軽部　和之
金子　　智
川島　桂輔
小泉　佐内
笹川　　浩
髙橋　政時
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正
本間　正良
谷地　武廣
山田　秀行
吉田　英和

（オブザーバー）
奥野い久代

井上　寧枝
岩田　貞子
岩本美津枝
榎本　満次
大年可南子
軽部　和之
金子　　智
河村　朝史
小泉　佐内
笹川　　浩
髙橋　政時
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正
本間　正良
谷地　武廣
山田　秀行
川島　桂輔

井上　寧枝
金子　　智
小泉　佐内
笹川　　浩
髙橋　政時
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正
本間　正良
谷地　武廣
山田　秀行
石川　みさ
有吉　和雄
春日　美夫
川島　桂輔
木村　妙子
小林　孟史
武内千代子
村上　ひろ

石川　みさ
市村　正樹
井上　慶典
岩楯　勝子
春田　美夫
金子　　智
木村　妙子
小泉　佐内
小林　孟史
笹川　　浩
佐々木公男
鈴木　澄雄
髙橋　政時
東野　榮夫
林田　洋子
堀　　和正
本間　正良
牧山　洋子
森戸　　潔
谷地　武廣
山田　秀行

常任幹事

泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 石川　勇吉 相談役
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

２00４（H1６） ２003（H15） ２00２（H1４） ２001（H13） ２000（H1２） 1９９９（H11） 1９９8（H10） 1９９７（H9） 年　度

榊原　靖夫 榊原　靖夫 渡辺　忠志 糸賀　久夫 糸賀　久夫 糸賀　久夫 糸賀　久夫 糸賀　久夫 会　長

軽部　和之
藤原　　実

小川　嗣雄
押山　大作
藤原　　実

押山　大作
榊原　靖夫
佐々木利喜栄
原　三代吉
藤原　　実

森田　廣明
一ノ清　明
今井　　功
北爪　　勇
高橋勇二郎
原　三代吉
藤原　　実
堀　　和正
渡辺　忠志

一ノ清　明
小川　嗣雄
北爪　　勇
高橋勇二郎
原　三代吉
藤原　　実
森田　廣明
柳　　光夫
渡辺　忠志

一ノ清　明
小川　嗣雄
北爪　　勇
小泉　佐内
高橋勇二郎
原　三代吉
堀　　和正
森田　廣明
柳　　光夫

一ノ清　明
北爪　　勇
小泉　佐内
高橋勇二郎
堀　　和正
柳　　光夫

一ノ清　明
北爪　　勇
小泉　佐内
高橋勇二郎
堀　　和正
柳　　光夫

副会長

木村　妙子
（代行）

森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 森　　義昭 事務局長

小関　盛通 木村　妙子
田中　助成

木村　妙子
田中　助成

木村　妙子
田中　助成

小田原庸吉
木村　妙子

小田原庸吉
木村　妙子

木村　妙子 木村　妙子 事務局次長

井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 井上　寧枝 会　計

瀬賀　康平
大場　邦子

瀬賀　康平
広瀬　憩子

梅原　伸之
佐藤　行成

加藤　　要
梅原　伸之

加藤　　要
松下よう子

篠原　栄一
松下よう子

稲葉　年男
鈴木　　勇

稲葉　年男
鈴木　　勇 会計監査

朝日　美保
阿部　敏弘
生井　克子
一川　和夫
井上　信義
押山　大作
小野　協子
大畑　ハナ
木下　久吉
久保　正業
小林　　敬
佐藤　歳夫
澤田　載子
白土　光一
曽根　啓之
田中　助成
東野　榮夫
戸倉　振一
富山　光子
野口美津枝
蛭田　範博
吉田　芳子

阿相　利夫
生井　克子
一川　和夫
小野　協子
軽部　和之
木下　久吉
久保　正業
小関　盛通
佐々木利喜栄
澤田　載子
白土　光一
杉本　五男
東野　榮夫
戸倉　振一
富山　光子
野口美津枝
蛭田　範博
吉田　芳子
渡辺　忠志
阿部　敏弘

（オブザーバー）
朝日　美保
佐々木勝利

生井　克子
一川　和夫
一ノ清　明
小川　嗣雄
小田原庸吉
小野　協子
軽部　和之
木下　久吉
久保　正業
小泉　佐内
髙橋勇二郎
戸倉　振一
東野　榮夫
富山　光子
野口美津枝
納島　慶吉
堀　　和正
柳　　光夫
吉田　芳子

（オブザーバー）
阿部　敏弘
小関　盛通
渡辺　千晃

会津　　一
生井　克子
石川　秀雄
一川　和夫
小川　嗣雄
押山　大作
小田原庸吉
小野　協子
金子　　智
軽部　和之
木下　久吉
久保　正業
小泉　佐内
榊原　靖夫
工藤　　歩
佐々木利喜栄
東野　榮夫
富山　光子
納島　慶吉
野口美津枝
星野　祐介
柳　　光夫
山田　秀行
吉田　芳子

（オブザーバー）
戸倉　振一

会津　　一
生井　克子
今井　　功
押山　大作
小野　協子
金子　　智
軽部　和之
久保　正業
小泉　佐内
榊原　靖夫
工藤　　歩
佐々木利喜栄
清水　国衛
田中　助成
東野　榮夫
納島　慶吉
星野　祐介
堀　　和正
山田　秀行
吉田　芳子

相田　勝三
生井　克子
今井　　功
押山　大作
小野　協子
金子　　智
軽部　和之
久保　正業
榊原　靖夫
佐々木利喜栄
清水　功一
下島　正資
田中　助成
東野　榮夫
納島　慶吉
藤原　　実
星野　祐介
山田　秀行
渡辺　忠志

浅岡　正義
阿部　和顕
生井　克子
池田たか子
小川　嗣雄
小田原庸吉
小野　協子
金子　　智
工藤　孝一
久保　正業
黒田　展夫
佐々木利喜栄
清水　功一
下島　正資
須藤　正夫
田中　助成
東野　榮夫
納島　慶吉
原　三代吉
藤原　　実
森田　廣明
山田　秀行
渡辺　忠志

浅岡　正義
阿部　和顕
池田たか子
小川　嗣雄
小田原庸吉
金子　　智
軽部　和之
川島　桂輔
北郷　信之
工藤　孝一
久保　正業
黒田　展夫
佐々木利喜栄
清水　功一
下島　正資
鈴木　啓市
東野　榮夫
納島　慶吉
原　三代吉
森田　廣明
谷地　武廣
山田　秀行

常任幹事

糸賀　久夫
一ノ清　明
小泉　佐内
髙橋勇二郎
堀　　和正
柳　　光夫
森　　義昭

糸賀　久夫
一ノ清　明
小泉　佐内
高橋勇二郎
原　三代吉
堀　　和正
柳　　光夫

糸賀　久夫 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威 泉山　知威

相談役



5４

２011（H２3） ２010（H２２） ２00９（H２1） ２008（H２0） ２00７（H1９） 年　度 ２00６（H18） ２005（H1７） 年　度

木下　久吉 木下　久吉 木下　久吉 榊原　靖夫 榊原　靖夫 会　長 榊原　靖夫 榊原　靖夫 会　長

戸倉　振一
小野　　誠
須賀　春美

戸倉　振一
小野　　誠
須賀　春美

戸倉　振一
小野　　誠
須賀　春美

木下　久吉
戸倉　振一

木下　久吉
戸倉　振一 副会長

木下　久吉
戸倉　振一
藤原　　実

木下　久吉
戸倉　振一
藤原　　実

副会長

小関　盛通 小関　盛通 小関　盛通 小関　盛通 小関　盛通 事務局長 小関　盛通 小関　盛通 事務局長

岸里　　悟 事務局次長 木村　妙子 木村　妙子 事務局次長

軽部　和之 軽部　和之 軽部　和之 軽部　和之 軽部　和之 会　計 井上　寧枝 井上　寧枝 会　計

篠原　栄一
糸賀　久夫

篠原　栄一
森　　義昭

篠原　栄一
森　　義昭

篠原　栄一
森　　義昭

篠原　栄一
森　　義昭 監　事 篠原　栄一

森　　義昭
大場　邦子 会計監査

石田　健郎
糸　　　修
梅原　秀孝
押山　大作
金井　信憲
木村　妙子
久保　正業
榊原　靖夫
新見　範彦
中村　　博
藤田　吉彦
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
山口　　登

（オブザーバー）
小野　協子
齊藤　和巳
宿野部武志
麓　　卓治
桃田　数重

石田　健郎
石山久美子
糸　　　修
梅原　秀孝
押山　大作
金井　信憲
岸里　　悟
木村　妙子
久保　正業
斉藤　　稔
榊原　靖夫
新見　範彦
田中　助成
中村　　博
藤田　吉彦
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
山口　　登

（オブザーバー）
髙橋　真次

石井　虎二
石山久美子
糸　　　修
梅原　秀孝
押山　大作
金井　信憲
岸里　　悟
木村　妙子
久保　正業
小泉　　剛
榊原　靖夫
新見　範彦
田中　助成
中村　　博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
山口　　登

（オブザーバー）
石田　健郎
藤田　吉彦
横山　邦子

石井　虎二
石山久美子
井上　寧枝
押山　大作
小野　　誠
菊地　貞夫
岸里　　悟
木村　妙子
久保　正業
黒田　文夫
小林　　敬
澤田　載子
須賀　春美
田河内　乙
田中　助成
中村　　博
蛭田　範博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
（オブザーバー）
斉藤　　稔
鈴木　敏雄
新見　範彦
金井　信憲
鈴木　芳信
小泉　　剛
糸　　　修
山口　　登
梅原　秀孝
池谷　　匠
海野　尚志

石井　虎二
石山久美子
井上　寧枝
押山　大作
小野　　誠
菊地　貞夫
木村　妙子
黒田　文夫
久保　正業
小林　　敬
澤田　載子
須賀　春美
田中　助成
蛭田　範博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子

（オブザーバー）
岸里　　悟
桑原　俊博
田河内　乙
中村　　博

理　事

石井　虎二
石山久美子
押山　大作
小野　協子
菊地　貞夫
黒田　文夫
久保　正業
小林　　敬
澤田　載子
田中　助成
蛭田　範博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
須賀　春美

阿部　敏弘
安保　敏夫
石井　虎二
石山久美子
押山　大作
小野　協子
軽部　和之
菊地　貞夫
久保　正業
黒田　文夫
小林　　敬
澤田　載子
田中　助成
東野　榮夫
富山　光子
蛭田　範博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子

（オブザーバー）
須賀　春美

常任幹事

一ノ清　明
森　　義昭

一ノ清　明
糸賀　久夫

一ノ清　明
糸賀　久夫

一ノ清　明
糸賀　久夫

一ノ清　明
糸賀　久夫
藤原　　実 相談役

一ノ清　明
糸賀　久夫

糸賀　久夫
一ノ清　明
高橋勇二郎
柳　　光夫
森　　義昭

相談役
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

２01９（H31、R1） ２018（H30） ２01７（H２９） ２01６（H２8） ２015（H２７） ２01４（H２６） ２013（H２5） ２01２（H２４） 年　度

戸倉　振一 梅原　秀孝 梅原　秀孝 梅原　秀孝 藤田　吉彦 藤田　吉彦 藤田　吉彦 木下　久吉 会　長

古暮　　宏
梅原　秀孝
榊原　靖夫
酒井　　豊

戸倉　振一
古暮　　宏

戸倉　振一
小野　　誠

小野　　誠
戸倉　振一

小野　　誠
戸倉　振一

小野　　誠
戸倉　振一
須賀　春美
梅原　秀孝

小野　　誠
戸倉　振一
須賀　春美
梅原　秀孝

戸倉　振一
小野　　誠
須賀　春美 副会長

板橋　俊司 板橋　俊司 板橋　俊司 板橋　俊司 岸里　　悟 岸里　　悟 岸里　　悟 小関　盛通 事務局長

三好かおり 白坂　徹夫 白坂　徹夫 白坂　徹夫
板橋　俊司
（10月より
事務局長）

岸里　　悟 事務局次長

三好かおり 白坂　徹夫 白坂　徹夫 白坂　徹夫 白坂　徹夫 白坂　徹夫 軽部　和之 軽部　和之 会　計

山口　　登
岡田　和友

糸賀　久夫
山口　　登

糸賀　久夫
山口　　登

山口　　登 小関　盛通
山口　　登

小関　盛通
山口　　登

小関　盛通
山口　　登

篠原　栄一
糸賀　久夫 監　事

金井　信憲
野口　忠男
鈴木　明彦
長澤　　浩
須賀　春美
松本　茂利
長井久美子
中野　雄蔵
村越　京子
山田　裕美
根津　恵子
小林　正和
関口　新一
横溝久美子

金井　信憲
齊藤　和巳
酒井　　豊
榊原　靖夫
須賀　春美
杉崎憲三郎
鈴木　明彦
住安　　重
中野　雄蔵
中村　　博
長井久美子
永見　明子
松本　茂利
三好かおり
村越　京子
山田　裕美

金井　信憲
工藤　育夫
古暮　　宏
齊藤　和巳
酒井　　豊
榊原　靖夫
須賀　春美
杉崎憲三郎
鈴木　明彦
住安　　重
田崎　　勲
中野　雄蔵
中村　　博
長井久美子
永見　明子
松本　茂利
三好かおり
村門日出雄
村越　京子
山田　裕美

遠藤　博迪
金井　信憲
工藤　育夫
齊藤　和巳
酒井　　豊
榊原　靖夫
清水　陽介
須賀　春美
杉崎憲三郎
田崎　　勲
中村　　博
長井久美子
村越　京子

（オブザーバー）
中野　雄蔵
村門日出雄
住安　　重
鈴木　明彦
三好かおり
松本　茂利
古暮　　宏

梅原　秀孝
金井　信憲
工藤　育夫
齊藤　和巳
酒井　　豊
榊原　靖夫
坂本　悦男
清水　陽介
須賀　春美
關戸　千尋
田崎　　勲
中村　　博
長井久美子
吉田　芳子

（オブザーバー）
新見　範彦
杉崎憲三郎
村越　京子

飯箸孝太郎
石井　虎二
板橋　俊司
金井　信憲
齊藤　和巳
酒井　　豊
榊原　靖夫
坂本　悦男
清水　陽介
宿野部武志
田崎　　勲
中村　　博
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子

（オブザーバー）
工藤　育夫
關戸　千尋
長井久美子
桃田　数重

飯箸孝太郎
石井　虎二
板橋　俊司
糸　　　修
金井　信憲
齊藤　和巳
榊原　靖夫
宿野部武志
中村　　博
麓　　卓治
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子

（オブザーバー）
市川　　徹
酒井　　豊
坂本　悦男
田崎　　勲
清水　陽介

石田　健郎
糸　　　修
梅原　秀孝
金井　信憲
木村　妙子
久保　正業
榊原　靖夫
中村　　博
藤田　吉彦
古木　直之
吉澤　正雄
吉田　芳子
山口　　登
齊藤　和巳
宿野部武志
麓　　卓治

（オブザーバー）
板橋　俊司
飯箸孝太郎

理　事

森　　義昭
木下　久吉

一ノ清　明
森　　義昭
木下　久吉

一ノ清　明
森　　義昭 相談役
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２0２２（R4） ２0２1（R３） ２0２0（R2） 年　度

戸倉　振一 戸倉　振一 戸倉　振一 会　長

古暮　　宏

酒井　　豊

須賀　春美

古暮　　宏

榊原　靖夫

酒井　　豊

須賀　春美

古暮　　宏

梅原　秀孝

榊原　靖夫

酒井　　豊

副会長

板橋　俊司 板橋　俊司 板橋　俊司 事務局長

三好かおり 三好かおり 三好かおり 事務局次長

三好かおり 三好かおり 三好かおり 会　計

山口　　登

梅原　秀孝

山口　　登

梅原　秀孝

山口　　登

岡田　和友
監　事

金井　信憲

野口　忠男

長澤　　浩

松本　茂利

根津　恵子

小林　正和

関口　新一

横溝久美子

成田　哲也

丸山　春良

岡田　和友

大友　晴雄

金井　信憲

野口　忠男

長澤　　浩

松本　茂利

根津　恵子

小林　正和

関口　新一

横溝久美子

成田　哲也

丸山　春良

岡田　和友

金井　信憲

野口　忠男

長澤　　浩

須賀　春美

松本　茂利

中野　雄蔵

村越　京子

山田　裕美

根津　恵子

小林　正和

関口　新一

横溝久美子

理　事

金子　　智 相談役
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23区ブロック

千
代
田
区

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

新
宿
区

松
和
患
者
会
西
新
宿
支
部

大
田
区

大
田
病
院
腎
友
会

港
区

虎
の
門
・
高
津
会
本
院

渋
谷
区

代
々
木
病
院
腎
友
会

松
和
患
者
会
新
宿
南
口
支
部

世
田
谷
区

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

大
島
町

大
島
腎
友
会

杉
並
区

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会

寺
田
病
院
腎
友
会

桃
井
診
療
所
腎
友
会

河
北
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

練
馬
区

高
松
医
院
患
者
会

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
会

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

北
区

赤
羽
中
央
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
腎
友
会

田
端
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ

板
橋
区

高
中
腎
友
会

あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

中
野
区

中
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

文
京
区

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

台
東
区

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

足
立
区

勝
和
な
ご
み
会

東
和
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会

に
し
あ
ら
い
生
活
習
慣
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

葛
飾
区

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会（
新
小
岩
）

金
町
中
央
病
院
患
者
会

23区ブロック

江
戸
川
区

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会（
船
堀
）

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩

瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

森
山
友
の
会

内
科　
親
水
友
の
会

墨
田
区

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

江
東
区

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会

深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

多摩ブロック

八
王
子
市

あ
け
ぼ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
い
ち
ょ
う
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会

高
尾
も
み
じ
会

め
じ
ろ
台
西
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
め
じ
ろ
会

府
中
市

村
上
医
院
ひ
ま
わ
り
会

府
中
け
や
き
会

町
田
市

あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア

多
摩
市

永
山
腎
友
会

日
野
市

日
野
腎
友
会（
日
野
・
豊
田
・
高
幡
・
百
草
）

平
山
腎
友
会

昭
島
市

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

国
分
寺
市

国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会

立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

立
川
市

す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み

立
川
北
口
駅
前
腎
友
会

ふ
れ
あ
い
相
互
病
院
透
析
患
者
会「
希
望
会
」

国
立
市

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

く
に
た
ち
桜
会

羽
村
市

羽
村
相
互
診
療
所
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

武
蔵
野
市

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

三
鷹
市

杏
林
腎
友
会

西
東
京
市

田
無
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

保
谷
腎
友
会

清
瀬
市

織
本
病
院
腎
友
会

透析施設患者会一覧
NPO東腎協に入会している

（２0２3年３月現在）
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会
員
名

透
析
導
入
年
月
日

患
者
会
・
個
人
会
員

奥
住　
敦
男

１
９
８
２
年
３
月
５
日

（
４０
年
）

個
人
会
員

相
馬　
貴
美
子

１
９
８
２
年
１０
月
2５
日

（
４０
年
）

平
山
腎
友
会

小
林　
ひ
さ
子

１
９
８
２
年
２
月
１５
日

（
４０
年
）

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

宜
野
座　
安
堅

１
９
８
１
年
１０
月
１５
日

（
４１
年
）

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

中
山　
信
弘

１
９
８
０
年
６
月
６
日

（
４2
年
）

個
人
会
員

工
藤　
松
太
郎

１
９
７
９
年
７
月
９
日

（
４3
年
）

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

石
川　
剛
正

１
９
７
７
年
６
月
3０
日

（
４５
年
）

高
松
医
院
患
者
会

篠
崎　
久
子

１
９
７
７
年
２
月
１８
日

（
４５
年
）

清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会

酒
詰　
孝
子

１
９
７
６
年
４
月
１５
日

（
４６
年
）

金
町
中
央
病
院
患
者
会

秋
庭　
啓
代

１
９
７
３
年
１０
月
７
日

（
４７
年
）

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

会
員
名

透
析
導
入
年
月
日

患
者
会
・
個
人
会
員

高
藤　
ア
ツ
子

１
９
７
２
年
９
月
2７
日

（
５０
年
）
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

糸
賀　
久
夫

１
９
７
２
年
１2
月
１
日

（
５０
年
）
個
人
会
員

篠
原　
栄
一

１
９
７
２
年
４
月
１９
日

（
５０
年
）
新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

堀
口　
誠

１
９
７
２
年
７
月
１2
日

（
５０
年
）
個
人
会
員

5０
年
以
上
透
析
会
員

年
以
上
透
析
会
員
のの
お
名
前

お
名
前

4０
年
以
上
透
析
会
員

年
以
上
透
析
会
員
のの
お
名
前

お
名
前
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会
員
名

透
析
導
入
年
月
日

患
者
会
・
個
人
会
員

岩
城　
雅
子

１
９
８
８
年
７
月
22
日
（
3４
年
）
高
松
医
院
患
者
会

富
沢　
裕
子

１
９
８
８
年
８
月
23
日
（
3４
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

青
木　
厚
子

１
９
８
７
年
２
月
４
日
（
3５
年
）
個
人
会
員

鈴
木　
和
子

１
９
８
７
年
２
月
９
日
（
3５
年
）
森
山
友
の
会

宿
野
部　
武
志
１
９
８
７
年
２
月
９
日
（
3５
年
）
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

細
田　
貴
代
美
１
９
８
７
年
１０
月
2６
日
（
3５
年
）
織
本
病
院
腎
友
会

道
岡　
勝
人

１
９
８
７
年
６
月
１
日
（
3５
年
）
虎
の
門
・
高
津
会

戸
沢　
幸
子

１
９
８
７
年
７
月
3１
日
（
3５
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

相
原　
秀
子

１
９
８
７
年
３
月
3１
日
（
3５
年
）
清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会

豊
田　
俊
昭

１
９
８
６
年
１０
月
１７
日
（
3６
年
）
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

安
斉　
和
栄

１
９
８
９
年
２
月

（
3６
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

岩
崎　
伸
一

１
９
８
９
年
３
月
22
日
（
3６
年
）
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

永
井　
昌
平

１
９
８
９
年
１１
月

（
3６
年
）
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会

倭
文　
茂
好

１
９
８
５
年
９
月

（
3７
年
）
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会

古
賀　
高
廣

１
９
８
５
年
８
月
2０
日
（
3７
年
）
織
本
病
院
腎
友
会

田
中　
洋
子

１
９
８
５
年
１０
月
１６
日
（
3７
年
）
清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会

井
上　
信
一

１
９
８
４
年
１
月
５
日
（
3８
年
）
虎
の
門
・
高
津
会

曽
我　
順
子

１
９
８
４
年
９
月
１７
日
（
3８
年
）
高
松
医
院
患
者
会

佐
藤　
守

１
９
８
３
年
１2
月
３
日
（
3９
年
）
織
本
病
院
腎
友
会

佐
藤　
陽
子

１
９
８
３
年
２
月
５
日
（
3９
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

田
中　
美
紀
子
１
９
８
３
年
５
月
2８
日
（
3９
年
）
大
田
病
院
腎
友
会

竹
島　
と
も
子
１
９
８
３
年
７
月

（
3９
年
）
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会

会
員
名

透
析
導
入
年
月
日

患
者
会
・
個
人
会
員

浅
川　
萬
喜
子
１
９
９
２
年
１
月

（
3０
年
）
ふ
れ
あ
い
相
互
病
院
透
析
室
患
者
会
希
望
会

茂
木　
和
恵

１
９
９
２
年
７
月
１
日
（
3０
年
）
虎
の
門
・
高
津
会

當　
喜
美
子

１
９
９
２
年
１
月
2８
日
（
3０
年
）
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
船
堀

原
田　
マ
サ
エ
１
９
９
１
年
３
月
１６
日
（
3１
年
）
個
人
会
員

小
川　
典
之　

１
９
９
１
年
５
月
１
日
（
3１
年
）
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

佐
藤　
由
紀
江
１
９
９
１
年
７
月
１
日
（
3１
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

渡
辺　
美
和
子
１
９
９
１
年
６
月
３
日
（
3１
年
）
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

太
田　
裕
章

１
９
９
１
年
１１
月
１５
日
（
3１
年
）
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

丸
山　
み
ち
子
１
９
９
０
年
６
月
2７
日
（
32
年
）
立
川
北
口
駅
前
腎
友
会

長
田　
友
紀
子
１
９
９
０
年
７
月
２
日
（
32
年
）
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

阿
部　
広
行

１
９
９
０
年
５
月
3０
日
（
32
年
）
個
人
会
員

髙
野　
太
郎

１
９
９
０
年
３
月
2０
日
（
32
年
）
個
人
会
員

石
山　
久
美
子
１
９
９
０
年
１
月
2８
日
（
32
年
）
個
人
会
員

宗
像　
聡
之

１
９
９
０
年
３
月
１3
日
（
32
年
）
森
山
友
の
会

下
久
保　
利
春
１
９
９
０
年
３
月
22
日
（
32
年
）
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

小
川　
眞
理
子
１
９
９
０
年
３
月
2６
日
（
32
年
）
永
山
腎
友
会

林　
勝
則

１
９
９
０
年
１2
月
3０
日
（
32
年
）
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

髙
橋　
雍
子

１
９
８
９
年
９
月
１８
日
（
33
年
）
個
人
会
員

野
寺　
和
枝

１
９
８
９
年
６
月

（
33
年
）
森
山
友
の
会

川
嵜　
和
代

１
９
８
９
年
９
月
3０
日
（
33
年
）
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

榎
本　
美
津
枝
１
９
８
８
年
４
月

（
3４
年
）
個
人
会
員

荒
井　
豊

１
９
８
８
年
１０
月
１１
日
（
3４
年
）
虎
の
門
・
高
津
会

腰
塚　
三
津
子
１
９
８
８
年
２
月

（
3４
年
）
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

3０
年
以
上
透
析
会
員

年
以
上
透
析
会
員
のの
お
名
前

お
名
前
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西暦 1967 1972 1974 1978 1981 1983 1985 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1997
元号 S42年 S47年 S49年 S53年 S56年 S58年 S60年 S61年 S63年 H 2 年 H 4 年 H 6 年 H 8 年 H 9 年

人工腎臓
点数
1 点＝10円

大卒の
初任給
（厚生労働省）

920

¥26,200

1,540

¥49,900

2,150

¥67,400

4,000

¥105,500

¥120,800

2,000

¥132,200

2,000

¥140,000

1,800

¥144,500

1,700

¥153,100

1,700

¥169,900

1,700

¥186,900

1,700

¥192,400

2,100

¥193,200

2,080

¥193,900

2,110

透析液 使用量
→ → → → → → → → → →

ヘパリン
・生食等
包括

時間区
分設定 →生理食塩水 使用量

抗凝固剤 使用量
ダイアライザー 購入

価格 → → ダイアライ
ザー包括

9600 8600 8100 8,100 7600 7100 6200 5250 4750 5650
減菌加算 30 30 30 30 30 15 15 15 15 廃止

加算
夜間 150 400 400 400 500 500 500 500 500 500 500
休日 500 500 500 500 500
導入期 1 300 300 300 300 300 300 300 300
導入期 2
食事 50 50 50 60 60 62 63 63 63 63
水処理 30 30 30 技術料

へ包括
除水調整器 30 30 技術料

へ包括
透析液水質確保 1
透析液水質確保 2
障害者 100 120 120 120

外来医学管理料 2,500 2,500 2,500 2,500

備考 更生医
療適用

大幅
削減

4 時間
枠区分

EPO保
険適用

検査
包括

薬剤
包括

5 時間
枠区分

減菌・
除水調
整包括

透析患者数（人） 1968年
215人 3,631 9,245 27,048 42,223 53,017 66,310 73,537 88,534 103,296 123,926 143,709 167,192 175,968

・1967 透析費（キール型）￥21,600 ・1981 ダイアライザーの型と面積で分類 ・1992 慢性維持透析患者外来医学
管理料を新設（検査の包括化）・1967 透析費（コイル型）￥34,250    ・1984 CAPD保険適用

   ・1968 人工腎台数105台　透析患者215人 ・1985 人工腎臓 4 時間未満と 4
時間以上に区分

・1992 障害者加算を新設
         ・1970 　　〃　　335台　　〃　　514人 ・1994 透析液、血液凝固阻

止剤、生理食塩水の包括化         ・1970 12末 器械660台で、透析患者1000人
透析の変遷             ・1971 全国の腎不全－尿毒症による死亡者数 1 万人～ 1 万 2 千人 ・1996 人工腎臓 5

時間以上を新設・1974 フォローファイバー型（中空糸型）が登場
　　→日本では、旭化成、帝人など大手合繊メーカーがダイアライザーに乗り出す。 ・1996 ダイアライ

ザの機能分け　　一回の透析時間が10時間から 5 時間に短縮。透析回数は週 2 回から 3 回へと。
　・1975頃 ダイアライザー価格　約 1 万 8 千円 ・1996 在宅血液透

析管理料を新設　　　・1977 S52年頃 ダイアライザー価格 約 1 万 5 千円

患者負担額
・昭和42年頃、透析治療費は月50～70万円かかり、健康保険しか適用されなかった。

全
腎
協
・
東
腎
協
活
動
と
主
な
成
果

・1967年健康保険適用（健保本人10割給付、家族 5割、国保 7割給付） ・1986年多発性嚢胞腎難病指定に（東京都単独）
            ・1971年全国腎臓病患者連絡協議会設立 ・1990年内部障害者にも、JR等の割引適用
            ・1971年都立大久保病院に人工透析機を13台設置 ・1990年エリスロポエチンが保険適用に

・1972年東京都腎臓病患者連絡協議会設立 ・1994年有料道路料金割引
・1972年都予算に初めて腎疾患対策費として 2 億 5 千万円の予算を計上 ・1994年HDF（血液透析ろ

過）が健康保険適用に・1972年人工腎臓療法が更生医療・育成医療の適用に
   ・1973年小児慢性腎疾患も医療費助成対象に ・1995年日本腎臓移植

ネットワーク稼働・1974年心身障害者（ 1 , 2 級）の医療費助成
・1974年心身障害者福祉手当支給 ・1997年

臓器移
植法施
行

・1974年小中校生の検尿が義務化
      ・1976年ネフローゼ症候群、難病指定に（東京都単独）
         ・1977年全国初の腎バンク設立

・1978年腎移植が更生医療・育成医療の適用に
・1984年CAPDが健康保険、更生医療・育成医療の適用に、CAPD患者に加温器給付
・1984年人工透析を特定疾病療養受療証適用

歴代東腎協会長

○1972～1974　寺田　修治　初代会長 ○1986～1989　石川　勇吉　 4 代目会長 ○1997～2002
　糸賀　久夫
　 7 代目会長

○1974～1976　石坂　一男　 2 代目会長 　　○1989～1994　泉山　知威　 5 代目会長
　　○1976～1985　宝生　和男　 3 代目会長 ○1994～1996　竹田　

文夫　 6 代目会長

5000 ―

4000 ―

3000 ―

2000 ―

1000 ―

0 ―

1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 備考
H10年 H12年 H14年 H16年 H18年 H20年 H22年 H24年 H26年 H28年 H30年 R 2 年 R 4 年

¥195,500

2,110

¥196,900

2,110

¥198,500

1,960

¥198,300

1,960

¥199,800

2,250

¥198,800

2,267 2,235 2,205 2,195 2,175 2,140 2,084 2,005

4 時間透析の
点数比較

→ → 時間区
分廃止 → EPO

包括
時間区
分復活 → → → → → → →

5180 3530 3190 2800 2660 2020 1940 1870 1830 1740 1630 1620 1620★ ホローファイバー型機能分
類の最高区分点数記載を記
載（材料費として円で表記）
★（他では－50円～± 0 ）500 500 500 500 300 300 300 300 300 300 380 380 380

500 500 500 500 300 300 300 300 300 300 380 380 380
300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200 200

400 500 500
63 63 包括

10 10 10 10 8 10 10
20

120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 140 140 140
2,900 2,800 2,670 2,460 2,305 2,305 2,305 2,305 2,250 2,250 2,250 2,250 2,211

時間区
分廃止

夜間・
休日加
算下げ

時間区
分復活

185,322 206,134 229,538 248,166 264,473 283,421 298,252 310,007 320,448 329,609 339,841 347,671
・2002 人工腎臓の包括化

・2006 エリスロポエチンの包括化
・2006 ダイアライザーの再機能分け

・2008 人工腎臓 5 時間以上を設置
・2012 看護基準13対 1 、15対 1 が特定除外制度廃止

・2014 看護基準 7 対 1 、10対 1 が特定除外制度廃止
・2014 療養病床基準 1 に加算の新設

・現在、透析費用は月40～
50万円程で患者負担は殆
ど無い

・1998年在宅透析が健康保険適用に
・2000年 2 月　都庁座り込みと人間のくさり都庁包囲行動参加（マル都、マル障医療券廃止防止）
   ・2001年国民健康保険に海外療養費制度創設

・2002年食事加算の廃止
   ・2005年特別障害者給付金が創設される

・2006年障害基礎年金と老齢厚生年金の併給が可能に
   ・2009年臓器移植法改正

・2010年透析液水質確保加算

　　○2009～　木下　久吉　10代目会長
　　○2014～　藤田　吉彦　11代目会長

○2017年～梅原　秀孝　12代目会長
○2002～2003　渡邉　忠志　 8 代目会長

○2019年～戸倉　振一　13代目会長
　　○2003～2009　榊原　靖夫　 9 代目会長

― 250000

― 200000

― 150000

― 100000

― 50000

― 0

人工腎臓点数人工腎臓点数（ 4時間透析を基準とする）（ 4時間透析を基準とする）
（左軸）（左軸）

大卒の初任給大卒の初任給（厚生労働省）（厚生労働省）
（右軸）（右軸）
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

西暦 1967 1972 1974 1978 1981 1983 1985 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1997
元号 S42年 S47年 S49年 S53年 S56年 S58年 S60年 S61年 S63年 H 2 年 H 4 年 H 6 年 H 8 年 H 9 年

人工腎臓
点数
1 点＝10円

大卒の
初任給
（厚生労働省）

920

¥26,200

1,540

¥49,900

2,150

¥67,400

4,000

¥105,500

¥120,800

2,000

¥132,200

2,000

¥140,000

1,800

¥144,500

1,700

¥153,100

1,700

¥169,900

1,700

¥186,900

1,700

¥192,400

2,100

¥193,200

2,080

¥193,900

2,110

透析液 使用量
→ → → → → → → → → →

ヘパリン
・生食等
包括

時間区
分設定 →生理食塩水 使用量

抗凝固剤 使用量
ダイアライザー 購入

価格 → → ダイアライ
ザー包括

9600 8600 8100 8,100 7600 7100 6200 5250 4750 5650
減菌加算 30 30 30 30 30 15 15 15 15 廃止

加算
夜間 150 400 400 400 500 500 500 500 500 500 500
休日 500 500 500 500 500
導入期 1 300 300 300 300 300 300 300 300
導入期 2
食事 50 50 50 60 60 62 63 63 63 63
水処理 30 30 30 技術料

へ包括
除水調整器 30 30 技術料

へ包括
透析液水質確保 1
透析液水質確保 2
障害者 100 120 120 120

外来医学管理料 2,500 2,500 2,500 2,500

備考 更生医
療適用

大幅
削減

4 時間
枠区分

EPO保
険適用

検査
包括

薬剤
包括

5 時間
枠区分

減菌・
除水調
整包括

透析患者数（人） 1968年
215人 3,631 9,245 27,048 42,223 53,017 66,310 73,537 88,534 103,296 123,926 143,709 167,192 175,968

・1967 透析費（キール型）￥21,600 ・1981 ダイアライザーの型と面積で分類 ・1992 慢性維持透析患者外来医学
管理料を新設（検査の包括化）・1967 透析費（コイル型）￥34,250    ・1984 CAPD保険適用

   ・1968 人工腎台数105台　透析患者215人 ・1985 人工腎臓 4 時間未満と 4
時間以上に区分

・1992 障害者加算を新設
         ・1970 　　〃　　335台　　〃　　514人 ・1994 透析液、血液凝固阻

止剤、生理食塩水の包括化         ・1970 12末 器械660台で、透析患者1000人
透析の変遷             ・1971 全国の腎不全－尿毒症による死亡者数 1 万人～ 1 万 2 千人 ・1996 人工腎臓 5

時間以上を新設・1974 フォローファイバー型（中空糸型）が登場
　　→日本では、旭化成、帝人など大手合繊メーカーがダイアライザーに乗り出す。 ・1996 ダイアライ

ザの機能分け　　一回の透析時間が10時間から 5 時間に短縮。透析回数は週 2 回から 3 回へと。
　・1975頃 ダイアライザー価格　約 1 万 8 千円 ・1996 在宅血液透

析管理料を新設　　　・1977 S52年頃 ダイアライザー価格 約 1 万 5 千円

患者負担額
・昭和42年頃、透析治療費は月50～70万円かかり、健康保険しか適用されなかった。

全
腎
協
・
東
腎
協
活
動
と
主
な
成
果

・1967年健康保険適用（健保本人10割給付、家族 5割、国保 7割給付） ・1986年多発性嚢胞腎難病指定に（東京都単独）
            ・1971年全国腎臓病患者連絡協議会設立 ・1990年内部障害者にも、JR等の割引適用
            ・1971年都立大久保病院に人工透析機を13台設置 ・1990年エリスロポエチンが保険適用に

・1972年東京都腎臓病患者連絡協議会設立 ・1994年有料道路料金割引
・1972年都予算に初めて腎疾患対策費として 2 億 5 千万円の予算を計上 ・1994年HDF（血液透析ろ

過）が健康保険適用に・1972年人工腎臓療法が更生医療・育成医療の適用に
   ・1973年小児慢性腎疾患も医療費助成対象に ・1995年日本腎臓移植

ネットワーク稼働・1974年心身障害者（ 1 , 2 級）の医療費助成
・1974年心身障害者福祉手当支給 ・1997年

臓器移
植法施
行

・1974年小中校生の検尿が義務化
      ・1976年ネフローゼ症候群、難病指定に（東京都単独）
         ・1977年全国初の腎バンク設立

・1978年腎移植が更生医療・育成医療の適用に
・1984年CAPDが健康保険、更生医療・育成医療の適用に、CAPD患者に加温器給付
・1984年人工透析を特定疾病療養受療証適用

歴代東腎協会長

○1972～1974　寺田　修治　初代会長 ○1986～1989　石川　勇吉　 4 代目会長 ○1997～2002
　糸賀　久夫
　 7 代目会長

○1974～1976　石坂　一男　 2 代目会長 　　○1989～1994　泉山　知威　 5 代目会長
　　○1976～1985　宝生　和男　 3 代目会長 ○1994～1996　竹田　

文夫　 6 代目会長

5000 ―

4000 ―

3000 ―

2000 ―

1000 ―

0 ―

1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 備考
H10年 H12年 H14年 H16年 H18年 H20年 H22年 H24年 H26年 H28年 H30年 R 2 年 R 4 年

¥195,500

2,110

¥196,900

2,110

¥198,500

1,960

¥198,300

1,960

¥199,800

2,250

¥198,800

2,267 2,235 2,205 2,195 2,175 2,140 2,084 2,005

4 時間透析の
点数比較

→ → 時間区
分廃止 → EPO

包括
時間区
分復活 → → → → → → →

5180 3530 3190 2800 2660 2020 1940 1870 1830 1740 1630 1620 1620★ ホローファイバー型機能分
類の最高区分点数記載を記
載（材料費として円で表記）
★（他では－50円～± 0 ）500 500 500 500 300 300 300 300 300 300 380 380 380

500 500 500 500 300 300 300 300 300 300 380 380 380
300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200 200

400 500 500
63 63 包括

10 10 10 10 8 10 10
20

120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 140 140 140
2,900 2,800 2,670 2,460 2,305 2,305 2,305 2,305 2,250 2,250 2,250 2,250 2,211

時間区
分廃止

夜間・
休日加
算下げ

時間区
分復活

185,322 206,134 229,538 248,166 264,473 283,421 298,252 310,007 320,448 329,609 339,841 347,671
・2002 人工腎臓の包括化

・2006 エリスロポエチンの包括化
・2006 ダイアライザーの再機能分け

・2008 人工腎臓 5 時間以上を設置
・2012 看護基準13対 1 、15対 1 が特定除外制度廃止

・2014 看護基準 7 対 1 、10対 1 が特定除外制度廃止
・2014 療養病床基準 1 に加算の新設

・現在、透析費用は月40～
50万円程で患者負担は殆
ど無い

・1998年在宅透析が健康保険適用に
・2000年 2 月　都庁座り込みと人間のくさり都庁包囲行動参加（マル都、マル障医療券廃止防止）
   ・2001年国民健康保険に海外療養費制度創設

・2002年食事加算の廃止
   ・2005年特別障害者給付金が創設される

・2006年障害基礎年金と老齢厚生年金の併給が可能に
   ・2009年臓器移植法改正

・2010年透析液水質確保加算

　　○2009～　木下　久吉　10代目会長
　　○2014～　藤田　吉彦　11代目会長

○2017年～梅原　秀孝　12代目会長
○2002～2003　渡邉　忠志　 8 代目会長

○2019年～戸倉　振一　13代目会長
　　○2003～2009　榊原　靖夫　 9 代目会長

― 250000

― 200000

― 150000

― 100000

― 50000

― 0

人工腎臓点数人工腎臓点数（ 4時間透析を基準とする）（ 4時間透析を基準とする）
（左軸）（左軸）

大卒の初任給大卒の初任給（厚生労働省）（厚生労働省）
（右軸）（右軸）



６２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会
長 

戸
倉　

振
一

副
会
長 
古
暮　
　

宏

同 
酒
井　
　

豊

同 

須
賀　

春
美

事
務
局
長 

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長 

三
好
か
お
り

理
事 

大
友　

晴
雄

同 

岡
田　

和
友

同 

金
井　

信
憲

同 

小
林　

正
和

同 

関
口　

新
一

同 

長
澤　
　

浩

同 

成
田　

哲
也

同 

根
津　

恵
子

同 

野
口　

忠
男

同 

松
本　

茂
利

同 

丸
山　

春
良

同 

横
溝
久
美
子

監
事 

山
口　
　

登

監
事 

梅
原　

秀
孝

相
談
役 

金
子　
　

智

50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長 

富
家 

隆
樹

〒
３
５
６
―

０
０
５
４ 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市�

�

大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―

１

ＴＥＬ
０
４
９（
２
６
２
）８
６
８
６

FAX
０
４
９（
２
５
６
）５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会「
透
析
者
入
居
で
き
ま
す
」

50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長 

富
家 

隆
樹

〒
２
８
４
―

０
０
０
８ 
千
葉
県
四
街
道
市�

�
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―

３

ＴＥＬ
０
４
３（
３
０
４
）８
１
６
１

FAX
０
４
３（
３
０
４
）８
１
６
３

社
会
福
祉
法
人　

樹
会「
透
析
者
入
居
で
き
ま
す
」

創
立
50
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

き
よ
せ
旭
が
丘
記
念
病
院

理
事
長 

髙
木 

由
利

〒
２
０
４
―

０
０
０
２ 

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘�

�

１
―

６
１
９
―

１５

ＴＥＬ
０
４
２（
４
９
１
）２
１
２
１

FAX
０
４
２（
４
９
１
）６
６
５
３

医
療
法
人
財
団

50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

羽
村
相
互
診
療
所

所
長 

小
林 

重
雄

〒
２
０
５
―

０
０
２
３ 

東
京
都
羽
村
市
神
明
台�

�

１
―

30
―

５

ＴＥＬ
０
４
２（
５
５
４
）５
４
２
０

FAX
０
４
２（
５
５
５
）３
１
５
１

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

50
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〒
１
９
０
―

０
０
０
２ 

東
京
都
立
川
市
幸
町�

�

５
丁
目
９
番
２
号

ＴＥＬ
０
４
２（
５
３
８
）１
５
０
２

所
長 

小
泉 

博
史

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

〒
１
３
０
―

０
０
２
４ 

東
京
都
墨
田
区
菊
川�

�

２
―

１１
―

１

ＴＥＬ
０
３（
５
６
０
０
）２
２
２
２

FAX
０
３（
５
６
０
０
）０
８
０
５

院
長 

古
川　

 

猛

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団

〒
１
７
８
―

０
０
６
３ 

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉

�

５
―

４0
―

２４�
�

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―

５
Ｆ

ＴＥＬ
０
３（
５
９
４
７
）５
６
８
１

院
長 

草
場　

 

岳

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

〒
１
７
４
―

８
５
０
２ 

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢�

�

一
丁
目
六
番
八
号

ＴＥＬ
０
３（
３
９
６
６
）８
４
１
１

FAX
０
３（
３
９
６
６
）０
１
５
１

院
長 

一
瀬 

隆
広

小

豆

沢

病

院

医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

〒
１
６
０
―

０
０
２
３ 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿�

�

３
丁
目
１２
番
１２
号

ＴＥＬ
０
３（
５
３
０
４
）５
６
５
５

院
長 

中
尾 

俊
之

望
星
西
新
宿
診
療
所

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

東
腎
協
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

〒
１
９
０
―

０
０
０
４ 

東
京
都
立
川
市
柏
町�

�

４
丁
目
１
番
１
号

ＴＥＬ
０
４
２（
５
３
６
）３
０
９
９

FAX
０
４
２（
５
３
６
）３
２
６
９

院
長 

渡
辺
賀
寿
雄

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

〒
１
７
５
―

０
０
８
３ 

東
京
都
板
橋
区
徳
丸�

�

３
―

１１
―

２

ＴＥＬ
０
３（
５
９
２
２
）３
５
３
０

FAX
０
３（
５
３
９
９
）６
８
８
０

院
長 

目
良 

純
一
郎

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

松
岳
会

〒
１
７
６
―

０
０
１
２ 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北�

�

４
丁
目
１１
番
９
号

ＴＥＬ
０
３（
５
９
９
９
）０
７
２
３

FAX
０
３（
５
９
９
９
）０
８
２
３

理
事
長 

永
野 

正
史

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

移
植
医
療
が
活
発
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
国

に
働
き
か
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

〒
１
０
７
―

０
０
６
２ 

東
京
都
港
区
南
青
山�

�

７
―

８
―

８
―

１
０
１

ＴＥＬ
・
FAX
０
３（
６
８
０
５
）１
８
３
６

院
長 

鈴
木 

孝
子

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
５
１
―

０
０
５
３ 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木�

�

２
丁
目
９
番
２
号
久
保
ビ
ル
３
階

ＴＥＬ
０
３（
３
３
７
６
）０
１
９
１

院
長 

高
橋 

俊
雅

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

〒
１
６
４
―

０
０
１
２ 

東
京
都
中
野
区
本
町

�

３
丁
目
２3
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
―

Ｉ
ビ
ル
１
階

ＴＥＬ
０
３（
３
３
７
０
）８
１
１
１

FAX
０
３（
３
３
７
０
）８
１
２
９

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

院
長 

津
田 

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
０
２
―

０
０
７
１ 

東
京
都
千
代
田
区

�

富
士
見
町
２
丁
目
１3
番
１６
号
上
田
ビ
ル

ＴＥＬ
０
３（
３
２
６
５
）０
２
０
３

院
長 

原
澤 

信
介

飯
田
橋
西
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

〒
１
５
７
―

０
０
６
２ 
東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山�

�
４
丁
目
２１
番
１４
号

ＴＥＬ
０
３（
５
９
６
９
）４
９
７
６

FAX
０
３（
５
９
６
９
）４
９
７
０

理
事
長
・
院
長 

菅
沼 

信
也

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

人
工
透
析
・
夜
間
透
析
・
在
宅
透
析

〒
１
９
０
―

０
０
１
２ 

東
京
都
立
川
市
曙
町�

�

１
丁
目
3１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

ＴＥＬ
０
４
２（
５
２
３
）２
２
９
９

FAX
０
４
２（
５
２
３
）２
４
０
０

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会理

事
長 

檜
垣 

昌
夫

院
長 

石
原 

理
裕

ＴＥＬ
０
４
２（
３
６
６
）８
９
０
９

FAX
０
４
２（
３
３
４
）２
６
０
１

理
事
長 

杉
崎 

健
太
郎

医
療
法
人
社
団
　
心
施
会

〒
１
８
３
―

０
０
５
５ 

東
京
都
府
中
市
府
中
町�

�

１
―

８
―

１
第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

ＴＥＬ
０
４
２（
３
６
６
）８
９
０
９

院
長 

篠
村 

裕
之

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
９
２
―

０
３
６
４ 

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢�

�

２
―

２
パ
オ
レ
５
Ｆ

ＴＥＬ
０
４
２（
６
７
７
）４
４
７
７

院
長 

岩
本 

八
千
代

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
９
２
―

０
０
８
２ 

東
京
都
八
王
子
市
東
町�

�

７
―

６ 

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

ＴＥＬ
０
４
２（
６
４
６
）６
９
９
６

院
長 

小
俣 

百
世

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
９
１
―

０
０
４
３ 

東
京
都
日
野
市
平
山�

�

５
―

3８
―

１ 
平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

ＴＥＬ
０
４
２（
５
９
９
）２
３
１
１

院
長 

杉
崎 

健
太
郎

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
７
７
―

０
０
３
３ 

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

�

１
―

８
―

１５

ＴＥＬ
０
３（
５
３
７
２
）６
１
５
１

院
長 

鈴
木 

重
伸

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

〒
１
７
７
―

０
０
３
３ 

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

�

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

ＴＥＬ
０
３（
５
９
１
０
）３
１
２
１

FAX
０
３（
５
９
１
０
）３
１
２
３

院
長 

栗
山　

 

謙

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

〒
１
７
６
―

０
０
２
３ 

東
京
都
練
馬
区
中
村
北�

�

２
丁
目
１0
番
１１
号

ＴＥＬ
０
３（
３
９
９
９
）１
１
３
１

FAX
０
３（
３
９
９
９
）７
０
２
７

院
長 
江
本 

秀
斗

医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院



６４

〒
１
２
０
―

０
０
０
５ 

東
京
都
足
立
区
綾
瀬�

�

３
丁
目
２１
番
１８
号

ＴＥＬ
０
３（
５
６
９
７
）８
２
８
１

FAX
０
３（
５
６
９
７
）８
２
８
２

院
長 

榎
本 

美
穂

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

〒
１
２
０
―

０
０
２
６ 

東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町�

�

９
―

１６

ＴＥＬ
０
３（
５
２
８
４
）５
１
０
１

院
長 

大
森 

容
子

北
千
住
東
口
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２ 
東
京
都
新
宿
区
新
宿�

�

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

ＴＥＬ
０
３（
３
３
５
４
）０
３
４
１

FAX
０
３（
３
３
５
４
）０
３
７
３

代
表
取
締
役 

中
野
宏
次
郎

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

50
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
事
長 

横
川 

秀
男

医
療
法
人
社
団
　
時
正
会

〒
１
４
２
―

０
０
６
２ 

東
京
都
品
川
区
小
山�

�

５
―

９
―

１

ＴＥＬ
０
３（
３
７
８
４
）２
１
０
１

FAX
０
３（
３
７
８
４
）１
０
０
１

院
長 

道
端 

哲
郎

エ
バ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
４
２
―

０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台�

�

５
丁
目
８
番
２3
号 

フ
ァ
イ
ン
コ
ー
ト
旗
の
台�

�

１
０
１
号
室

ＴＥＬ
０
３（
５
４
９
８
）１
６
８
１

FAX
０
３（
５
４
９
８
）１
６
８
２

院
長 
古
田 
英
美
子

旗
の
台
小
池
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
５
２
―

０
０
３
５ 

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘�

�

２
丁
目
１0
番
２0
号
弥
生
ビ
ル
３
階

ＴＥＬ
０
３（
５
７
３
１
）５
７
７
１

FAX
０
３（
５
７
３
１
）５
７
７
３

院
長 

新
藤 

優
紀

自
由
が
丘
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
０
１
―

０
０
３
２ 

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町�

�

１
―

３
―

３

ＴＥＬ
０
３（
３
８
６
４
）１
２
３
３

FAX
０
３（
３
８
６
４
）１
２
４
４

代
表
取
締
役 

長
谷
川 

貴
一

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

〒
１
７
６
―

０
０
１
２ 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北�

�

４
丁
目
１２
番
１3
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

ＴＥＬ
０
３（
６
７
５
１
）７
３
７
２

FAX
０
３（
６
７
５
１
）７
３
７
４

（
携
帯
）０
９
０（
３
９
０
４
）３
３
８
６

理
事
長 

小
野
崎 

勝

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー 

タ
ン
ポ
ポ

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

〒
１
０
７
―

０
０
５
２ 

東
京
都
港
区
赤
坂�

�

２
丁
目
１２
番
地
１3
号
ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

ＴＥＬ
０
３（
６
２
７
７
）６
５
８
０

FAX
０
３（
３
５
０
５
）８
５
０
８

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

ａ
ｄ　
ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

〒
３
５
９
―

０
０
１
２ 

埼
玉
県
所
沢
市
坂
之
下�

�

７
９
４

ＴＥＬ
０
４（
２
９
４
４
）４
３
２
３

FAX
０
４（
２
９
４
６
）０
１
１
８

代
表
取
締
役 

成
瀬 

大
輔

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

〒
１
０
３
―

０
０
２
３ 

東
京
都
中
央
区�

�
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

ＴＥＬ
０
３（
５
２
０
３
）７
１
０
１

FAX
０
３（
５
２
０
３
）７
０
８
８

執
行
役
員
支
店
長 

松
井 

幸
信

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

東
京
第
一
支
店

〒
５
３
２
―

０
０
１
１ 

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島�

�

４
丁
目
６
―

２９
第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

ＴＥＬ
０
６（
６
１
０
０
）５
０
１
０

FAX
０
６（
６
１
０
０
）５
０
２
０

常
務
取
締
役 

堀
江 

好
美

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

〒
１
５
１
―

０
０
５
１ 

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷�

�

４
の
２５
の
２ 

Ａ
Ｐ
ビ
ル

ＴＥＬ
０
３（
３
４
９
７
）０
５
３
１

FAX
０
３（
３
４
９
７
）０
０
４
３

代
表
取
締
役
社
長 

大
久
保 

豊

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

結
成
50
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〒
１
７
１
―

０
０
２
１ 

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋�

�

三
丁
目
１
番
１3
号　

西
池
袋
パ
ー
ク
フ
ロ
ン
ト�

�

ビ
ル
５
階

ＴＥＬ
０
３（
５
９
５
６
）３
５
５
７

FAX
０
３（
５
９
５
６
）３
５
５
８

院
長 

山
本 

幸
治

池
袋
西
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
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●●  

東
腎
協
結
成
５0
周
年
を
迎
え
こ

の
間
、
先
輩
会
員
、
医
療
関
係
者
、

行
政
機
関
な
ど
多
く
の
皆
様
の
ご
尽�

力
に
よ
り
、
世
界
一
と
言
わ
れ
る
透

析
医
療
と
手
厚
い
透
析
医
療
費
助
成

制
度
に
よ
り
、
ほ
ぼ
無
償
で
今
日
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
。誠
に
有
難
い
限
り
で
す
。

「
透
析
患
者
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
」
こ
と
は
東
腎
協
の
使
命
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
患
者

会
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
古
暮
）

●●  

私
が
透
析
を
始
め
た
病
院
の
有

志
で
患
者
会
を
作
っ
た
の
が
２５
年
前

で
し
た
。
そ
の
後
自
宅
近
く
の
病
院

に
転
院
し
ま
し
た
。
３
名
程
の
患
者

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
院
長
に
患
者

会
を
残
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
患
者

会
を
引
き
受
け
ま
し
た
。そ
の
時
に
、

全
腎
協
や
東
腎
協
の
有
意
義
な
活
動

や
刊
行
誌
な
ど
を
患
者
さ
ん
に
届
け

た
い
と
思
い
、
東
腎
協
の
活
動
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
患
者
さ
ん
に
、
有
意
義
な
情
報
を

届
け
ら
れ
る
様
に
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
酒
井
）

●●  

東
腎
協
５0
周
年
、
本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
５0
年
の
間
に
た
く
さ
ん
の
出

会
い
と
別
れ
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
と

悲
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
思

い
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
る
程
た

く
さ
ん
の
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
設

立
当
初
の
役
員
の
み
な
さ
ん
、
会
員

の
み
な
さ
ん
が
、
患
者
自
身
が
運
営

し
続
け
５0
年
続
い
て
い
る
と
知
っ
た

ら
、
ど
ん
な
に
喜
ぶ
事
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
困
難
な
事
、
楽
し
い
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
須
賀
）

●●  

東
腎
協
結
成
５0
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て

の
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
が
刊
行
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
感
慨
深
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
編
集
委
員
に

名
を
連
ね
て
い
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
お

手
伝
い
で
き
な
く
参
加
す
る
だ
け
で

し
た
の
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
苦
労
の
賜
物
で
あ

る
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
野
口
）

●●  

約
３
年
に
渡
る
世
界
的
な
コ
ロ

ナ
の
影
響
下
、
極
力
人
と
の
接
触
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
常
生
活

を
強
い
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
医
療
の

現
場
が
逼
迫
す
る
中
、
行
政
や
政
策

の
混
沌
も
度
々
報
道
さ
れ
て
来
ま
し

た
。
こ
ん
な
中
、
５0
年
に
わ
た
る
患

者
会
記
念
事
業
が
昨
年
度
秋
、
無
事

執
り
行
わ
れ
、「
記
念
誌
」
も
関
係

各
位
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
発
行
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
５0
年
約

半
世
紀
を
引
き
継
ぎ
、
今
後
も
我
々

透
析
患
者
の
み
な
ら
ず
全
て
の
医
療

体
制
が
益
々
充
実
し
て
い
き
ま
す

様
、
微
力
な
が
ら
社
会
と
関
わ
り
、

行
政
と
関
わ
り
、
明
る
く
前
進
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

（
丸
山
）

●●  

東
腎
協
は
５0
周
年
記
念
行
事
も

無
事
終
わ
り
、
２
０
２
３
年
よ
り
新

●●  

30
周
年
記
念
誌
で
は
、
当
時
の

透
析
歴
30
年
の
方
々
の
座
談
会
の
編

集
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
長
生

き
の
秘
訣
や
合
併
症
へ
の
対
応
、
患

者
会
活
動
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。
そ

れ
が
今
日
で
も
仕
事
を
し
な
が
ら
も

患
者
会
活
動
を
し
て
い
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

お
陰
様
で
私
も
透
析
２５
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
患

者
会
活
動
の
関
連
で
多
く
の
出
会
い

が
あ
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
。
衰
え
を
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
が
、
次
の
世
代
が
明
る

い
未
来
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。�

（
戸
倉
）

編集委員・理事の皆さんに
一言述べていただきました

編 集 後 記



６６

た
な
５0
年
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
問
題

多
き
時
代
に
入
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
故
に
、
今
ま
で
と
違
う
方
向

を
全
会
員
の
皆
様
と
探
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
夢
を
見
て
計
画
を

作
り
実
行
し
よ
う
！�
（
成
田
）

●●  

平
山
腎
友
会
は
２
０
１
８
年
４

月
１８
日
で
結
成
５
年
を
迎
え
、
私
も

３
月
１0
日
の
誕
生
日
に
透
析
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。
東
腎
協
結
成
５0
周
年

に
際
し
、
そ
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ

ま
す
。

　

昨
年
１0
月
１８
日
、
東
腎
協
元
会
長

の
糸
賀
久
夫
さ
ん
が
７3
歳
で
逝
去
さ

れ
た
と
知
り
、
家
族
で
そ
の
人
生
に

想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
私
と
同
じ
年

で
す
。
今
充
実
し
た
透
析
生
活
を
送

れ
る
の
も
諸
先
輩
の
努
力
の
賜
物
と

深
謝
い
た
し
ま
す
。�

（
岡
田
）

●●  

記
念
誌
に
は
東
腎
協
歴
代
の
会

長
さ
ん
の
お
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
役
員

さ
ん
、
病
院
患
者
会
の
役
員
さ
ん
や

会
員
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
様
の
地
道

な
活
動
が
東
腎
協
を
支
え
て
き
た
こ

と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

５0
年
を
振
り
返
る
と
「
必
要
な
時

に
だ
れ
も
が
治
療
を
受
け
ら
れ
る
」

療
養
環
境
は
し
っ
か
り
守
ら
れ
、
透

析
機
材
や
薬
剤
は
目
覚
ま
し
く
進
歩

し
ま
し
た
。
一
方
患
者
の
高
齢
化
を

背
景
に
終
末
期
医
療
や
介
護
支
援
に

つ
い
て
さ
ら
な
る
議
論
と
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
を
創
る
た
め

に
、
患
者
会
活
動
の
灯
を
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
微
力

な
が
ら
東
腎
協
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

（
金
子
）

●●  

５0
年
前
苦
労
し
て
東
腎
協
を
起

ち
上
げ
ら
れ
た
先
輩
た
ち
の
思
い
を

引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
東
腎
協
を

発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
ま
だ
透
析
歴
６
年
の
新
参
者

で
す
が
、
東
腎
協
が
出
来
た
経
緯
を

当
時
、
副
会
長
の
榊
原
さ
ん
か
ら
お

話
を
伺
い
、
と
て
も
大
変
な
命
懸
け

の
闘
い
で
道
を
切
り
拓
い
て
き
た
事

を
教
え
て
頂
い
て
い
た
矢
先
に
榊
原

さ
ん
が
亡
く
な
り
、
と
て
も
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
透
析
環
境
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、「
数
こ
そ
力
な
り
」
の
気
持

ち
を
今
一
度
、
皆
さ
ん
と
共
有
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
長
澤
）

●●  

昨
年
６
月
に
脳
出
血
で
倒
れ
入

院
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
１0
月
２４
日
に

退
院
し
て
き
ま
し
た
。
右
半
身
麻
痺

に
な
り
右
手
・
右
足
が
ち
ょ
っ
と
不

自
由
に
な
り
ま
し
た
。
理
事
を
お
休

み
さ
せ
て
頂
き
５0
周
年
行
事
に
も
参

加
出
来
な
く
て
残
念
で
し
た
が
、
１

月
の
理
事
会
よ
り
復
帰
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
体
で
出
来
る
事
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
腎
協
を
守

る
た
め
に
も
精
一
杯
努
力
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。�

（
三
好
）

●●  
５0
周
年
に
際
し
、
多
く
の
諸
先

輩
方
が
腎
臓
病
に
関
す
る
普
及
啓

発
、
医
療
体
制
の
充
実
・
向
上
を
目

指
し
活
動
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

透
析
患
者
の
国
・
都
の
制
度
の
恩

恵
を
受
け
、
医
療
の
進
歩
や
関
連
機

関
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
う
し
て

元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ
て
い
る
こ

と
、
６
月
か
ら
は
理
事
と
し
て
、
皆

様
と
共
に
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
〝
一
人
の
人
間
と

し
て
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
〟
精

一
杯
自
分
自
身
の
責
務
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
須
藤
）

●●  

透
析
を
始
め
て
２６
年
。
ず
っ
と

安
心
し
て
過
せ
ま
し
た
。こ
れ
も「
命

と
暮
し
を
守
る
」
活
動
に
ご
尽
力
下

さ
っ
た
大
先
輩
方
と
、
そ
れ
を
守
り

続
け
て
き
た
「
東
腎
協
」
の
お
陰
と

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
前
よ
り
理
事
と
し
て
関
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
為

に
活
動
が
狭
め
ら
れ
お
役
に
立
て
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
活
動
が
難

し
い
中
で
も
「
東
腎
協
」
を
衰
退
さ

せ
ず
患
者
会
や
会
員
様
の
お
力
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
横
溝
）
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50東腎協 あゆみ
50周年記念誌

編 集 委 員

●●  

東
腎
協
５0
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
５0
年
前
苦
労
し
て
東
腎

協
を
起
ち
上
げ
ら
れ
た
先
輩
た
ち
の

思
い
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
東

腎
協
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
色
々
と
困
難
な
時
で

す
が
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。�
（
松
本
）

●●  

５0
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
自
分
も
出
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
感
じ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
出
来
上
が

っ
た
冊
子
で
す
。
あ
ら
た
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１0
年
で
た
く
さ
ん
楽
し
い
こ

と
や
辛
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
６0
年
誌
が
出
る
ま
で
元

気
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

�

（
小
林
）

●●  

私
は
２
０
１
３
年
か
ら
東
腎
協

に
お
世
話
に
な
り
１0
年
経
目
に
な
り

ま
す
。
時
間
の
流
れ
が
速
い
な
ぁ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
に
い
る
と
毎
日
が
勉
強
に

な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
は

１0
年
経
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
役

不
足
感
満
載
で
す
が
、
私
が
で
き
る

範
囲
で
頑
張
り
ま
す
の
で
東
腎
協
の

皆
様
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
毎
度
の
こ
と
で

す
が
、
編
集
後
記
の
文
章
を
考
え
る

の
が
、
文
才
が
な
い
私
に
と
っ
て
は

大
変
で
す
。（
笑
）�

（
松
山
）

●●  

私
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
年
間
を

経
て
昨
年
か
ら
理
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
思
い
は
東
腎
協
の
役
員
と
し

て
少
し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
の
こ
と

で
し
た
。
会
員
数
は
年
々
減
少
傾
向

の
経
緯
を
た
ど
る
現
在
で
す
。

　

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
院
長
と
患

者
会
の
意
志
疎
通
が
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
看
護
師
長
を
は
じ
め
一
部
の
ス

タ
ッ
フ
は
非
常
に
協
力
的
で
す
が
、

東
腎
協
の
啓
蒙
活
動
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
患
者
会
と
病
院
長

と
の
信
頼
関
係
を
作
る
こ
と
が
、
第

一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。�

（
大
友
）

●●  

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
腎
友

会
に
入
会
し
た
そ
の
日
か
ら
、
会
計

を
頼
ま
れ
て
２７
年
間
腎
友
会
の
役
員

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
も
東
腎
協
及

び
各
腎
友
会
、
個
人
会
員
の
お
か
げ

で
す
。
こ
こ
に
来
て
頸
椎
損
傷
が
酷

く
な
り
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
役
員
さ
ん

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
お
思
い

ま
す
。�

（
金
井
）

「
あ
ゆ
み
」
の
編
集
を
終
え
て�

�

編
集
委
員
長　
板
橋
俊
司

　

ど
う
に
か
５0
周
年
の
年
度
内
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆
様

や
関
係
各
位
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
編
集
委
員
、

理
事
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
祝
辞
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
お

忙
し
い
中
で
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
６0
年
誌
」
に
向
け
て
、
新
し
い

患
者
会
活
動
が
始
ま
る
こ
と
を
祈
念

し
て
、
５0
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
発
行
の

御
礼
と
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

板橋　俊司　|　戸倉　振一　|　古暮　　宏　|　酒井　　豊　|　須賀　春美
野口　忠男　|　丸山　春良　|　成田　哲也　|　岡田　和友　|　金子　　智

（敬称略）
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